
取扱説明書
ドライブエージェントパーソナル専用端末

TMX-DM02 / TMX-DM05
※ �TMX-DM02と TMX-DM05は、機能・サービス面での差はありません。●
詳細はP.4の「TMX-DM02と TMX-DM05について」をご確認ください。

お車への取り付けは、必ずこの取扱説明書に
従って正しく行ってください。指定以外の取
り付け方法や指定以外の部品を使用すると、
事故やケガ、正しくサービスが提供されない
原因となる場合があります。この場合は、製
造元では一切の責任を負いかねます。

また、端末の取り付けに際し、次のことを必
ず確認してください。
●● 端末を取り付けるお車が平たんな場所に停
まっていること
●● 端末が通信圏内であること
●● 本書の説明を確認すること

【端末の取り付け方法に関するご説明動画】
取り付け方法の詳細は、2次元バーコードからア
クセス！

安全上のご注意

端末について

初期動作確認

端末の使い方

事故連絡機能

ドライブレコーダー機能.
（映像記録機能）

事故予防・.
事故防止支援機能

システム設定・.
データアップデート

困ったときは

PCアプリ

付録

はじめに

端末の付け替え方

端末アップデートにより、機能が変更となる場合があります。
最新の取扱説明書は、2次元バーコードからアクセスしてください。➡
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本書の見かた
表記 意味

 警告 /  注意 取り扱いで注意していただきたいことや、端末
の性能を維持するうえで注意していただきたい
ことについて、説明しています。

 メモ 操作するうえでのヒントや、機能に関する補足
について説明しています。

【○○】 操作に使用する端末のボタンを表します。
[○○ ] 端末の画面に表示される選択項目を表します。
→P.XXの「○○」
（→P.XX）

参照していただきたい箇所を説明しています。
P.XX：参照箇所のページ
「○○」：参照箇所のタイトル

●● 本書では、microSDメモリーカードおよびmicroSDHCメモリーカー
ドを総称して「microSDカード」と表記しています。
●● 本書では、通信に必要な電波強度を満たしている場所を「通信圏内」、
満たしていない場所を「通信圏外」と表記しています。
●● 本書で使っているイラストや画面例、メッセージの内容は、実際の製
品と異なることがあります。
●● 本書では、一部の説明を除き、TMX-DM02の画面およびイラストを例
に説明しています。
●● 実際の製品の画面は、性能・機能改善のため、予告なく変更すること
があります。

TMX-DM02と TMX-DM05について
●● 生産時期の違いにより、型番（TMX-DM02と TMX-DM05）が異なります。
●● TMX-DM02とTMX-DM05は、一部の構成品や外観形状が異なりますが、
提供機能・サービス面での差はありません。
●● 外観形状の詳細については、→P.12 の「各部の名称と主な働き」
をご確認ください。
●● SDカードスロットの形状に違いがあります。ご利用端末でのSDカー
ドの取り外しについては、→P.100の「microSDカードの交換につ
いて」をご確認ください。

はじめに



5

は
じ
め
に
／
安
全
上
の
ご
注
意

安全上のご注意
安全にご使用いただくために必ずお守りください
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、●
必ずお守りいただくことを説明しています。
●● 表示内容を無視して、誤った使い方をしたときに及ぼす危害や損害の程
度を次の表示で区分し、説明しています。

 危険「人が死亡または重傷を負う可能性が差し迫って生じることが想
定される内容」です。

 警告「人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容」です。

 注意「人が軽傷を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの
発生が想定される内容」です。

●● お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意（警告を含む）しなければならない内容です。

禁止（やってはいけないこと）の内容です。

必ず行っていただく強制の内容です。

内蔵バッテリーに関するご注意

 危険
火の中への投入や火気に近づけたり、加熱したりしない
絶縁物が溶けたり、ガス排出弁や保護機構を損傷するだけでなく、漏液し
た電解液に引火し、破裂、発火の原因となります。
直接叩くなどして強い衝撃を加えない
変形、保護機構が破損する可能性があり、発熱、破裂、発火の原因となります。
指定以外の電池は使用しない
電池の破裂、液もれにより、ケガや周囲を汚染する原因となります。

安全上のご注意
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 警告
電池の液もれが発生した場合は
皮膚や衣服に付着したときは、きれいな水で洗い流してください。目に入っ
たときは、きれいな水で洗った後、ただちに医師にご相談ください。

接続・取り付け

 警告
エアバッグの動作を妨げる場所には、絶対に取り付けと配線をしない
エアバッグ装着車に取り付ける場合は、車両メーカーに作業上の注意事項
を確認してください。エアバッグが誤動作し、死亡事故の原因となります。
前方視界や運転操作を妨げる場所、同乗者に危険を及ぼす場所には絶対に
取り付けない
交通事故やケガの原因となります。
電源ケーブルの被膜を切って、他の機器の電源を取るなど、分岐配線をし
ない
電源ケーブルの電流容量がオーバーし、ケーブルが過熱して、火災や感電、
故障の原因となります。
ケーブル類は、保安基準に適合しない場所に貼り付けたり、一度剥がしたも
のをそのまま再び貼り付けたり、汎用の両面テープで貼り付けたりしない
視界不良やケーブル類が剥がれて、事故の原因となります。
コード類は絶対に途中で切断しない
コード類にはヒューズが付いている場合があるため、保護回路が働かなく
なり、火災の原因となります。
必ず付属の部品を使用し、説明書に従い確実に固定する
付属の部品以外を使用すると、機器内部の部品を損傷したり、しっかりと
固定できずに外れて運転の妨げとなり、事故やケガの原因となります。
説明書に従って接続・取り付けする
説明書に従わずに接続・取り付けを行うと、火災や故障の原因となります。
車体やネジ部分、シートレールなどの可動部にコードを挟み込まないよう配線する
断線やショートにより、火災や感電、故障の原因となります。
コード類は運転操作の妨げとならないように固定する
ステアリングやセレクトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと、事故
の原因となります。
取り付けと配線が終わったら、電装品が元通り正常に動作するか確認する
正常に動作しない状態で使用すると、火災や感電、交通事故の原因となります。
小物部品やmicroSDカードは、乳幼児の手の届かないところに保管する
誤って飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談してください。
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 注意
ヒーターの熱風が直接あたらないように吹き出し口の方向を調整する
内部温度が上昇し、火災や故障の原因となることがあります。
端末を取り付け指定位置以外のところに取り付けない
落下などの原因となることがあります。
雨が吹き込むところや水や結露、ほこり、油煙などが混入するところには
取り付けない
発煙や発火、故障の原因となることがあります。
コードが金属部に触れないように配線する
金属部に接触するとコードが破損して、火災や感電、故障の原因となるこ
とがあります。

使用方法

 警告
運転者は運転中に操作をしない
前方不注意となり交通事故の原因となります。必ず安全な場所に停車して
から操作してください。
運転者は運転中に画像を注視しない
前方不注意となり交通事故の原因となります。
端末本体および内蔵バッテリーを液体で濡らさない
発煙・発火・感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意
ください。
画面が映らない、音が出ない、音声が割れる、歪むなどの異常・故障状態
で使用しない
思わぬ事故や火災、感電の原因となります。
通気孔や端子部分などから端末内部に異物を入れない
金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし込んだりしないでく
ださい。発煙・発火・感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭で
はご注意ください。
引火性ガス（プロパンガス、ガソリンなど）の発生するような場所では、
電源を切り、使用しない
引火・爆発の原因となります。
船舶、航空機、バイク、登山で使用しない
位置誤差が生じたり、電池がなくなったりして、機能が正常に使用できず事故
の原因となります。また、塩害などにより発熱、破裂、発火の原因となります。
雷が鳴り出したら、端末やケーブル類に触れない
落雷による感電の危険性があります。
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 警告
端末本体および内蔵バッテリーを分解や改造しない
交通事故や火災、感電の原因となります。

風呂場、シャワー室や調理台、加湿器のそばなど、油煙、湿気、ほこりの
多い場所で使用しない
火災、感電の原因となります。

 注意
キャッシュカードやフロッピーディスクなどを端末に近づけない
磁気データが消去されることがあります。
端末をダッシュボードの上に放置しない
変形、電池の破裂、液もれの原因となることがあります。
端末をフロントガラスと車用サンシェードなどの間に挟み込まない
熱がこもり、端末の変形や故障の原因となることがあります。
シガーライターのプラグを濡らしたり汚したりしない
火災・感電の原因となることがあります。濡れたり、汚れたりしたときは、
きれいに拭き取ってください。
音量は、車外の音が聞こえる程度で使用する
車外の音が聞こえない状態で運転すると、交通事故の原因となることがあります。
電源オン時はボリュームに注意する
電源オン時に突然大きな音が出て、聴力障害などの原因となることがあります。

 

 注意

温度の上昇に注意する
端末は、環境や使用状況によって温度が上昇する場合があります。ケガや
事故の原因となることがありますので、ご注意ください。
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シガーライター電源ケーブルに関するご注意

 警告
船舶などの直流（DC）電源には接続しない
火災の原因となります。
ケーブルや端子部を傷つけたり、無理に曲げたり、ねじったり、加工したり、
重いものをのせたり、加熱したり、引っ張ったりしない
ケーブルや端子部が破損し、火災・感電の原因となります。
濡れた手で（電源）プラグを抜き差ししない
感電の原因となります。
他の電気製品には使用しない
付属のシガーライター電源ケーブルは、端末のみで使用することを目的と
した専用品です。他の電気製品で使用した場合、発熱により火災・感電の
原因となります。
端末に付属のもの以外は使用しない
他の電源ケーブルを使用した場合、端末の本来の性能が出ないことや、電
流容量不足による発熱により火災・感電の原因となります。
電源プラグはきれいにしておく
電源プラグの端子、および付近にほこりや金属物が付着している場合は、
電源プラグを抜いてから、乾いた布で取り除いてください。そのまま使用
すると火災、感電の原因となります。
プラグはシガーソケットまたはアクセサリーソケットに根元まで確実に挿
し込む
差し込みが不完全だと発熱したり、ほこりが付着して火災・ケガの原因となります。

 注意
プラグを抜くときは、ケーブルを引っ張らない
ケーブルが破損し、発熱・火災・ケガ・感電の原因となることがあります。

使用しないときや、お手入れのとき、移動させる場合はプラグを抜く
発熱・火災・ケガの原因となることがあります。

異常時の問い合わせ

 警告
万一異常が起きた場合は、ただちに使用を中止し、必ずドライブエージェ
ントパーソナル事務局に相談する
そのまま使用すると、思わぬ事故や火災、感電の原因となります。
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利用上のご注意
●● 取扱説明書に記載されている注意事項を守らないことによって生じる不
具合に対しては、製造元は責任を負いかねますのでご注意ください。正
しく取り扱わなかった場合などは保証の対象外となりますので正しくご
利用ください。
●● 分配器を使っての接続は、お客様の判断・責任のもとで行ってください。
●● お車のエンジンを切った場合、全ての機能をご利用いただけません（お
車のエンジンを切っても端末がスリープ状態にならない車種（常時電源
車等）を除く）。
●● 端末取り付け位置によっては、サンバイザーおよび装飾品などと接触し、
端末の動作に影響が出る場合があります。
●● 端末の表現する全ての機能は、周囲の安全を保証するものではありま
せん。必ず実際に目視で安全を確認しながら運転してください。
●● 端末の取り付け位置や周辺の電装機器によっては、双方の動作に影響
が出る場合があります。
●● 重大事故などにより、端末でご使用のデータやファイルが破損したり消
去されたりする可能性があります。破損したデータや消去したデータは
復元できません。
●● 次のような場所にいるときは、GPS衛星の電波がさえぎられて受信で
きないため、GPSによる測位ができないことがあります。
——トンネルの中やビルの駐車場
—— ２層構造の高速道路の下
—— 高層ビルの群集地帯
—— 密集した樹木の間

●● 長い時間GPSによる測位ができない場合、緯度経度情報がずれたり止
まったりする場合があります。このような場合でも、GPSの電波を受
信してしばらくすると正しい位置に修正されます。
●● 端末にペンキや車のワックスを塗らないでください。感度が低下したり、
電波を受信できなくなることがあります。
●● 端末に内蔵しているバッテリーは消耗品です。「バッテリー交換時期に
なりました。ドライブエージェントパーソナル事務局にご連絡くださ
い。」のメッセージが表示された場合は、ドライブエージェントパーソ
ナル事務局＊にご連絡ください。そのままご利用を続けた場合、事故発
生時などに、適切なサービスを提供できない可能性があります。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認ください。
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microSDカードの取り扱いに関するご注意
●● microSDカードは、端末に挿入された状態でお届けします。
●● 端末は、microSDHC カード（16 GB ～ 32 GB、Class4/6/10）
に対応しています。ただし、全てのmicroSDカードの動作を保証する
ものではありません。
●● microSDXCメモリーカードには対応していません。
●● microSDカードを取り付ける、または取り外す場合は、端末の電源を
必ずオフにしてください。電源がオンの場合、データやmicroSDカー
ド自体が破損するおそれがあります。
●● microSDカードは消耗品です。普通に使用していても正常に書き込み
や消去などの動作をしなくなる場合があります。「SDカードの異常を
検知しました。一度エンジンを切りSDカードを抜き差ししてくださ
い。」のメッセージの表示が繰り返される場合にはドライブエージェン
トパーソナル事務局＊にご連絡ください。
●● お持ちのパソコンなどで認識できているmicroSDカードが、まれに端
末で認識しない場合があります。この場合、microSDカードの不具合に
よっては、端末のSDカード初期化機能で初期化することにより認識す
る場合があります。→P.72の「microSDカードを初期化する」
—— SDカード初期化を行った場合は、録画した映像ファイルなど
microSDカードに記録されたデータがすべて消失します。SDカード
初期化の際は、お客様で必ずmicroSDカードデータのバックアップを
作成してから行ってください。
—— SDカード初期化作業によるmicroSDカードの不具合修復を製造元が
保証するものではありません。また、本作業により、microSDカード
のデータ消失並びに、その他損害が発生した場合は、製造元として責
任を負えません。お客様の判断・責任のもとでSDカード初期化作業
は実行してください。
—— SDカード初期化をしても認識しない場合は、ドライブエージェント
パーソナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認ください。
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各部の名称と主な働き
端末正面
	 TMX-DM02	 TMX-DM05

②

①

③

④

⑥
⑤

⑤

⑧

⑦

⑨

　

④

⑥
⑤

⑤

③

⑧

⑦

⑨
②

①

①	事故連絡ボタン（LED付き）事故連絡時、および着信時に使用します。
②	液晶モニター 端末のカメラで撮影するお車前方の映像や、録画

映像、各種設定を行うための画面を表示します。
③	ステータス LED 端末の状態をステータス LEDの色や点灯状

態により示します。
④	台座 端末をフロントガラスに取り付けるための部品です。
⑤	マイク 通話時または録画の際の音声を集音します。
⑥	ミニUSB電源端子
	（DC IN 5V）

付属のシガーライター電源ケーブルを接続する
端子です。

⑦	↑／→／  ／  ／.
 ／＋ボタン

各種設定を行うための画面での選択操作や数
値入力、録画した映像の再生画面での操作に
使用します。

⑧	メニュー／次へ／  ／.

  ／決定ボタン

[ 各種設定 ] の表示や各種設定を行うための画
面での決定操作、録画した映像の再生画面で
の操作に使用します。

⑨↓／←／  ／  ／
－ボタン

各種設定を行うための画面での選択操作や数値入
力、録画した映像の再生画面での操作に使用します。

端末について
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端末背面
	 TMX-DM02	 TMX-DM05

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

　

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑩	カメラ お車前方の映像を撮影します。
⑪	両面テープ
	（はくり紙付き）

台座をフロントガラスに貼り付けるために使用
します。

⑫	端末固定ネジ 端末と台座の固定や角度調整時に使用します。
⑬	電源ボタン 電源オフ時：2秒以上押し続けると電源がオン

になります。
電源オン時：押すたびに画面の表示 /非表示が

切り替わります。2秒以上押し続
けると電源オフ操作が可能になり
ます。

	 → P.32 の「サービスの開始か
ら終了まで」

⑭	スピーカー 端末の音声メッセージと警告音等が流れます。
⑮	 ／中止／×ボタン 各種設定を行うための画面での戻る操作や中止

操作、事故連絡を行うための画面での中止操作
に使用します。
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端末底面
	 TMX-DM02	 TMX-DM05

	
⑯ ⑰

	

下部カバー

⑰

⑯

⑯	microSDカード.
スロット※

付属のmicroSDカードを装着します。●
→ P.100の「microSDカードの交換について」
※ �TMX-DM05の場合、端末の下部カバー内に格
納されています。

⑰	リセットボタン 端末の動作が不安定な場合など強制的に再起動
するときに使用します。ボールペンの先などで
押してください。

シガーライター電源ケーブル

　

⑱

⑲

⑱	給電インジケーター 端末の給電状態が確認できます。正しく給電さ
れている場合は点灯します。

⑲	ミニUSB端子 ⑥ミニUSB電源端子（DC IN 5V）に接続し
ます。
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ホーム画面に表示されるアイコンについて
「ホーム画面」*上部のステータスバーにはさまざまなアイコンが表示さ
れ、内蔵バッテリーの残量や通信状況など端末の状態を確認できます。
＊画面上部にアイコンのみが表示されている状態の画面です。

① ②③ ④ ⑤ ⑥

①
/ GPS電波強度

GPS測位不能

②

アップデートデータをダウンロード済み、
次回起動時アップデート

アップデートデータをダウンロード中

③ 録音中

④

イベント録画中

常時録画中

ドライブレコーダー機能を利用できない状態

⑤
～ 通信の電波強度

通信圏外

⑥ ～ 内蔵バッテリーの充電状況

①～④のアイコンの順は図の通りにならない場合があります。
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ステータス LED・事故連絡ボタン
LED の表示について

端末の状態をステータス LEDおよび事故連絡ボタン LEDの表示で確認
できます。

STATUS

ステータス LED

端末の状態 LED表示
常時録画中 赤点灯＊

イベント録画中 橙点灯
録画なし：録画不可能
（内蔵バッテリーのみで起動中、microSD
カードの異常／未挿入／初期化中　など）

緑点滅

スリープ状態中または電源オフ時 消灯

＊常時録画中にイベント録画が発生したときは、橙点灯に切り替わります。

事故連絡ボタン LED

端末の状態 LED表示

事故連絡を行うかどうか（手動）の確認中

赤点滅提携企業または事故受付センターからの着信中
初回起動時の事故連絡に関する画面説明表示
中および事故連絡デモ（→P.43）実行時
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初期動作確認

端末を取り付ける
【端末の取り付け方法に関するご説明動画】

取り付け方法の詳細は、2次元バーコードからアクセス！

動画内では TMX-DM02を例に説明していますが、TMX-DM05も同様です。

取り付ける前に知ってほしいこと

 注意
●● シガーソケットまたはアクセサリーソケットのないお車には取り付けできません。
●● 取り付け作業は、お車を平らな場所に駐車し、かつ通信圏内で行ってください。
●● 台座の両面テープは貼り直すことができません。一度貼り付けると剥がしたと
きに粘着力が弱くなります。貼り付ける位置および付属のシガーライター電源
ケーブルが引けるかを十分に検討してから貼り付けてください。
●● 端末を取り付けるときは、お車の取扱説明書を確認して自動ブレーキなどの「運
転支援システム」の妨げにならない場所を選んで取り付けてください。不明な
場合は、自動車メーカー様、自動車ディーラー様にご相談ください。
●● 保安基準に適合させるため、本書をよくお読みになり、正しく取り付けてくださ
い。保安基準とは、道路運送車両の保安基準第29条および細目を定める告示第
183条（平成25年11月12日施行）、第195条（平成28年6月18日施工）
をいいます。
●● 端末は、フロントガラス取り付け専用です。フロントガラス以外や車室外には
取り付けないでください。
●● 必ずフロントガラスの指定の位置・寸法内に取り付けてください。
●● 端末を覆ったり、カメラを汚したりしないでください。
●● 端末を落としたり、端末のカメラ部分に触れたりしないよう、取り扱いには十
分ご注意ください。
●● お車によって、指定の位置や寸法内に取り付けられないことがあります。

端
末
に
つ
い
て
／
初
期
動
作
確
認
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●● お車のフロントガラスにコーティング剤や特殊加工（熱線反射ガラスや断熱ガ
ラス、電波不透過ガラス等）が施されている場合は、GPSの受信や録画品質に
影響する可能性があるため、ドライブエージェントパーソナル事務局＊にお問い
合わせください。
●● 端末を取り付けるお車のフロントガラスの上部に遮光フィルムが施されている
場合は、端末のカメラ部分が遮光フィルムにかかるとドライブサポート機能や
録画品質（映像が青くなる等）に影響する可能性があります。
●● 取り付け作業は、空気中にゴミ、ほこりなどが少ない場所を選んで行ってくだ
さい。
●● 気温が低いときやガラスがくもっている場合は、接着力の低下を防ぐため、車
内ヒーターやデフロスタースイッチをオンにしてフロントガラスを温めておい
てください。
●● お車のエンジンを切っても、端末がスリープ状態（→P.33）にならない車
種（常時電源車等）の場合、端末を利用しないときは必ずシガーソケットまた
はアクセサリーソケットからシガープラグを抜いてください。抜き忘れるとお
車のバッテリー上がりの原因となります。
●● 取り付けにはメジャーなど距離の測れるものが必要なためご用意ください。
●● 端末がお手元に届きましたら、保険契約の始期日までに対象のお車に取り付けて
ください。
●● 取り付けにあたっては、端末に同梱するクイックスタートガイドおよび本書をよ
くお読みください。
●● 付属のシガーライター電源ケーブルは、端末のみで使用することを目的とした専
用品です。他の電気製品ではご使用になれません。他の電気製品で使用した場合、
発熱により火災・感電の原因となります。また電源ケーブルは端末に付属のもの
以外は使用しないでください。他の電源ケーブルを使用した場合、端末の本来の
性能が出ないことや、電流容量不足による発熱により火災・感電の原因となりま
す。
●● 電源ケーブルの被膜を切って、他の機器の電源を取るなど、分岐配線をしない
でください。電源ケーブルの電流容量がオーバーし、ケーブルが過熱して、火
災や感電、故障の原因となります。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認ください。
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●●「ご契約者ご自身では取り付けができないお車の場合」や「取り付けサービスを
ご希望される場合」には、ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご相談く
ださい。
※取り付け工賃等はご契約者ご自身でご負担いただきます。
ご契約者ご自身では取り付けできないお車（例）
＜例1＞
フロントガラス脇のピラーの表面を確認し、【SRS】【AIRBAG】などの表示が
あるお車の場合

写真は一例です。

＜例２＞
ピラー周囲のゴムをめくることができず、かつピラー表面が布張りなどケーブ
ル固定用テープが貼り付けられない素材のお車の場合

←樹脂製のピラー←布張りなどのピラー

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認ください。
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取り付け指定位置について
端末は、以下の条件をすべて満たすお車および位置に取り付けてください。
●● 端末の全体がフロントガラスの高さの上縁から20% 以内の位置（ウェ
ザ・ストリップ、モール等と重なる部分およびマスキングが施されてい
る部分を除く実長の20%以内の範囲）
—— ウェザ・ストリップ：ドアとドア枠の隙間をふさぐためのゴム製のパーツ。
—— モール：ウインドの周りのガラスとボディーの隙間をふさぐための●
ゴム製のパーツ。

●● 端末のカメラ部分がワイパーの拭き取り範囲内に入る位置
●● 端末のカメラ部分がサンシェードやクロセラライン・クロセラパターン
にかからない位置
—— クロセラライン、クロセラパターン： フロントガラス端の黒色の●
ドット部分。

●● 車検ステッカーやルームミラーと重ならない位置
●● 運転席から端末に手が届き、運転姿勢を大きく崩さない位置
●● 画面が見やすく運転者の視界の妨げにならない位置
●● 運転支援システムの妨げにならない位置
●● 端末が前方および左右に対して水平方向を向く位置
●● シガーライター電源ケーブルが無理なく引ける位置

ピラー

クロセラライン／
クロセラパターン

ルームミラー 端末
ピラー

ワイパーの拭き取り範囲

高さの20%以内

＊ 端末は運転者の視界の妨げにならない場
所に取り付けてください。

端末端末

取り付け角度

お車
前方方向フロント

ガラス

取り付け可能
角度：5°～85°

水平方向
端末

フロント
ガラス

地上

取り付け方向

水平方向水平方向

端末
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端末の取り付け方

1 付属のシガーライター電源ケーブルの
ミニUSB端子を端末上面の電源端子
（DC IN 5V）に挿し込みます
カメラレンズのカバーシート（青）を剥
がしてください。
端末にミニUSB端子を挿し込むときは、端
末のボタンに触れないようにしてください。

2 付属のシガーライター電源ケーブルのシガープラグをお車の
シガーソケットまたはアクセサリーソケットに接続します
接続した際に、端末が起動してしまう車種（常時電源車等）の場合、
端末を利用しないときは必ずシガーソケットまたはアクセサリー
ソケットからシガープラグを抜いてください。抜き忘れるとお車
のバッテリー上がりの原因となります。

 注意
●● 電源ケーブルの被膜を切って、他の機器の電源を取るなど、分岐
配線をしないでください。電源ケーブルの電流容量がオーバーし、
ケーブルが過熱して、火災や感電、故障の原因となります。

3 お車のエンジンをかけます
お車を平らで安全な場所に停め、サイドブレーキをしっかりかけ
てから、エンジンをかけてください。
お車のエンジンと連動して、端末の電源がオンになります。
電源がオンになると起動します。お車のエンジンをかけるときは、
端末のボタンに触れないようにしてください。

 メモ
●● 正しく給電している場合は、付属のシガーライター電源ケーブル
の給電インジケーターが点灯します。

給電インジケーター
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4 衝撃を検知した際の事故連絡に関する説明（事故連絡デモ）
が表示されます
最後までご覧いただくと、続いて端末の初期動作確認が始まりま
す。本書をよく読み、初期動作確認を行ってください。

 メモ
●● 初期動作確認中にお車のエンジンを切ると、再度エンジンをかけ
たときに初期動作確認および事故連絡デモが始まります。初期
動作確認中は、端末から指示があるまでエンジンを切らないでく
ださい。

5 登録情報を確認し、間違いが
なければ①【↑】／【↓】ボ
タンで [合っています ]を選ん
で、②【決定】ボタンを押し
ます
登録情報に誤りがあった場合は、
これ以上説明画面を進めることが
できません。[ 間違っています ]
を選んで、【決定】ボタンを押し、
画面の指示に従ってください。

6 取り付け指定位置（→ P.20）
を確認し、端末の取り付け予定
位置を決めたら、【次へ】ボタ
ンを押します
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7 端末固定ネジを緩め、フロン
トガラスの傾斜に合わせて端
末が垂直になるように角度を
調整して、【次へ】ボタンを押
します

端末固定ねじ端末固定ネジ

手順11に進むまで両面
テープはくり紙を剥がさな
いでください。

 

フロントガラス

8 お客様のお車の前方映像が映りますので、フロントガラスに
密着させた状態で、画面中央の十字マークを、お客様のお車
の前方中央に合わせます
また、画面左側と下部の2箇所の緑色の範囲に白いバーが
入るように調整します
画面下部の白いバーが緑色の範囲に入らない場合は、端末が水平にな
るように取り付け予定位置を変更してください。画面左側の白いバー
が緑色の範囲に入らない場合は端末の前後の角度を変更してください。

手順11に進むまで両面
テープはくり紙を剥がさな
いでください。

 
STATUS

 
決
定

端末の向きを確認

十字マーク

緑色の範囲に白いバーが入る
ように調整してください。



24

9 調整ができたら端末固定ネジ
を軽く締め、そのままの状態
で【決定】ボタンを押します
自動的に取り付け角度の確認が
行われます。手順 10の画面が
表示されたら、端末をフロント
ガラスから離してください。

決
定

端末の向きを確認

10 付属のアルコールクリーナーで取り付け予定位置の汚れ、
油などを取り除いたら、【次へ】
ボタンを押します

11 台座の両面テープはくり紙を剥がしたら、【次へ】ボタンを
押します

両面テープ
はくり紙
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12 画面中央の十字マークを、お客様のお車の前方中央に合
わせ、取り付け予定位置に
端末を貼り付け、端末固定
ネジをしっかりと締めたら、
【決定】ボタンを押します
画面左側の白いバーが緑色の範
囲に入らない場合は端末の前後
の角度を変更してください。
自動的に取り付け角度の確認
が行われます。確認中は端末
に触れないでください。
カメラレンズのカバーシート
（青）を手順 1で剥がしてい
ない場合は剥がしてください。

決
定

端末の向きを確認

台座全体を指でしっかりと

押し付けてください。

取り付け予定位置

 注意
●● 手順10のフロントガラスの表面が乾いてから、台座を貼ってください。
●● 台座の両面テープは一度貼り付けると貼り直しが困難なため、十
分ご注意ください。無理に貼り直しを行うと、両面テープの粘着
力が低下するため、端末の落下につながる可能性があります。
●● 端末固定ネジがしっかり締められていない場合は、頻繁に事
故かどうかを確認する画面が表示されたり、危険挙動警告音
が鳴ったりします。

13 ①【＋】／【－】ボタンで地面から端末までの高さを設定
したら、②【決定】ボタンを
押します
メジャーなどで高さを測ってく
ださい。
高さは 100 cm から 350 cm
まで設定可能です。 高さ

端末

地上
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14 ①【→】／【←】ボタンでフ
ロントガラスの中心から端末の
中心までの距離を設定したら、
②【決定】ボタンを押します
メジャーなどで距離を測ってく
ださい。
距離は右99 cmから左99 cm
まで設定可能です。

端末

距離

中心

15【次へ】ボタンを押します
最後に、屋外で端末画面上部の
GPS表示および通信の電波強度
が下図のように有効になってい
ることを確認してください。

○  

×   

や 、 が表示されている場合、特殊加工ガラス等のた
め電波を受信できていないおそれがあります。ドライブエージェ
ントパーソナル事務局＊にご相談ください。
初期動作確認は以上で終了です。
＊	 ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認ください。

16 お車のエンジンを切ります
お車のエンジンと連動して端末の液晶モニターが自動的に消灯し、
スリープ状態（→P.33）になります。

 メモ
●● 手順15で【次へ】ボタンを押さずにお車のエンジンを切ると、
再度エンジンをかけたときに初期動作確認および事故連絡デ
モが始まります。必ず【次へ】ボタンを押し、ホーム画面が表
示された事を確認してからお車のエンジンを切ってください。
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17 シガーライター電源ケーブルのシガープラグを車のシガーソケットまたはアクセサリーソケットから抜きます

18「ケーブルの取り付け方」（→P.27）に進みます

ケーブルの取り付け方

 注意
●● ピラーカバー内およびフロントガラスと天井の隙間の金属部やプラス
ティック部は鋭利になっている場合があります。軍手等の手袋を着用
して、手を保護して作業することをお勧めします。
●● 金属部にコードがめくれて接続すると、ショートの原因になりますので
ご注意ください。

←ピラー

1

4

2

3

ゴム
↓

ダッシュボード
↓

ダッシュボード
↓
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1 フロントガラスの上にケーブル
を挟みます
端末から延びるケーブルを、手でガ
ラスと天井の隙間に押し込みます。

2 ピラーに沿ってケーブルを通します
（以下の2つのケースからお選びください）

【ケース1】
ピラー周囲のゴムをめくることができ、隙間が作れるお車の場合

ピラーカバー上端の周囲のゴムを
つまみ、下に引いて剥がしてくだ
さい。剥がしたゴムは、押し込め
ば簡単に元に戻すことができます。

空いたゴムの隙間から指を入れて
ピラーカバーを外し、ピラーの中
を通してケーブルをゴムのところ
まで引きます。ピラーカバーを外
す際は手前に引っ張る要領で力を
入れてください。

ピラーカバーを閉じ、ゴムを押し
込んで戻します。
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ピラー周囲のゴムをめくり、中に
ケーブルを挟み込んでダッシュ
ボードの脇までおろします。

ダッシュボードの脇まで来たら、
ケーブルをダッシュボードとゴム
の間に押し込み、床までケーブル
を持ってきます。
＊	ケーブルをダッシュボード脇の
ゴムの間に押し込めない場合は、
ケーブル固定用テープでダッ
シュボード脇に貼りつけてくだ
さい。

【ケース2】
ゴムをめくることができず、ピラー表面が樹脂製のお車の場合

ケーブル固定用テープを使って
ケーブルをピラー上、およびダッ
シュボードの横に貼り付けてくだ
さい。

 注意
●● ケーブル固定用テープはフロントガラスには貼らないでください。
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3 フロアマットを剥がし、下に
ケーブルを納めます
ケーブルの長さが余る場合は、フ
ロアマットの下に収納します。ケー
ブルの長さは必要以上に突っ張ら
ない様に、余裕を持たせて配線し
てください。

4 お車のシガーソケットまたはアクセサリーソケットにシガー
ライター電源ケーブルのシガープラグを差し込んで完成です

取り付けの確認
正しく取り付けできたか確認してください。
□ 端末は運転席から手の届く位置に取り付けられていますか？
□ 画面が運転席から確認できますか？
□ 端末固定ネジはしっかりと締まっていますか？
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端末の主な機能
利用場面に応じ、端末は以下の機能を提供します。

事故が起きたときの機能
—— 自動での事故連絡および映像送信機能	 ●
→P.38の「自動で事故連絡をする」
—— 緊急での発報および映像送信機能（SOS発信機能）	 ●
→P.38の「提携企業へ緊急連絡をする（SOS発信機能）」
—— 手動での事故連絡および映像送信機能	 ●
→P.40の「手動で事故連絡をする」
—— パソコンによる映像送信機能	 ●
→P.79の「PCアプリ「ドライブエージェントパーソナル」」

日常の運転中の機能
●● 運転開始時の機能
—— 運転前安全運転診断機能	 ●
→P.64の「安全運転診断機能について」

●● 運転中の機能
—— 映像記録機能	 ●
→P.44の「ドライブレコーダー機能（映像記録機能）について」
—— 片寄り走行警告機能	 ●
→P.54の「片寄り走行警告機能について」
—— 危険挙動警告機能	 ●
→P.65の「危険挙動警告機能について」
—— 危険地点接近警告機能	 ●
→ P.67の「危険地点接近警告機能について」

●● 運転終了時の機能
—— 運転終了時安全運転診断機能	 ●
→P.64の「安全運転診断機能について」

端末の使い方
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端末の使い方（サービスの開始と終了）
端末を利用するには、→ P.21 の「端末の取り付け方」に従って取り
付け、初期動作確認を行った後、お車のエンジンをかけてください。

サービスの開始から終了まで

1 付属のシガーライター電源ケーブルのシガープラグをお車の
シガーソケットまたはアクセサリーソケットに接続します

2 お車のエンジンをかけます
お車のエンジンと連動して、端末の電源がオンになります。
電源がオンになると起動します。お車のエンジンをかけるときは、
端末のボタンに触れないようにしてください。

3 端末の認証が行われます
契約始期日前に取り付けた場合、初期
動作確認後に以下の画面が表示されま
す。契約開始後にご利用ください。

契約開始後に電源をオンにするとこ
の表示はなくなります。
端末の【電源】ボタンを押して画面
をオフにすることができます。
契約始期日前でも映像記録機能、片
寄り走行警告機能は動作します。
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4 起動メッセージが表示されます
（メッセージがある場合のみ）
メッセージの読み上げが終わって
からしばらくすると、次の画面へ
切り替わります。
メッセージを再度お聞きになりたい
場合は、 ボタンを押してください。
【↑】／【↓】ボタンで画面をスク
ロールさせることができます。

ボタン

5 走行前の安全運転診断メッセー
ジ（→P.64）が表示されます
メッセージの読み上げが終わってか
らしばらくすると、次の画面へ切り
替わります。
メッセージを再度お聞きになりたい
場合は、 ボタンを押してください。
【↑】／【↓】ボタンで画面をスクロー
ルさせることができます。

6 上部アイコンのみ表示されてい
たら利用開始可能です
運転をお楽しみください。

7 運転が終了したら、お車のエンジンを切ります
運転終了時の安全運転診断メッセージ（→ P.64）が表示され、
スリープ状態になります。
お車のエンジンをかけたり、端末の【電源】ボタンを押すと、スリー
プ状態を解除し端末の電源を再びオンにできます。

 メモ
●● スリープ状態とは、ACC電源の供給が絶たれた際、内蔵バッテリー
の消耗を抑えるために一部機能に制限をかけた状態のことです。
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 注意
●● お車のエンジンを切っても、端末がスリープ状態にならない車種（常
時電源車等）の場合、端末を利用しないときは必ずシガーソケットま
たはアクセサリーソケットからシガープラグを抜いてください。抜き
忘れるとお車のバッテリー上がりの原因となります。
●● 通信圏外で端末の電源をオンにした場合は、「通信圏外のため、サー
ビスを開始できませんでした。通信圏内に移動後、自動でリトライを
行います。」のメッセージが表示されます。通信圏内に入るまでこの
メッセージが表示され、サービスはご利用できません。
●● 車内や端末周辺の温度が高い場合、以下の製品保護機能が動作します。
—— 端末の電源をオンにできない。
—— 端末を利用しているときに、電源が自動でオフになる。
その場合は、温度が十分に下がってから端末の【電源】ボタンを押し、
電源をオンにしてください。

 メモ
●● 端末は、内蔵バッテリーにより付属のシガーライター電源ケーブルを接
続していない状態でも一部の機能は動作します。ただし、内蔵バッテリー
は、万が一事故に遭われた際、シガーライター電源ケーブルが外れた状
態でも電池がある限りは事故連絡を行えるようにするためのものです。
付属のシガーライター電源ケーブルを接続してご利用ください。
●● 内蔵バッテリーのフル充電までの時間は最短約2時間＊ですが、端末の
状態や端末周辺の環境により、充電に時間がかかったり充電されなかっ
たりする場合があります。なお、フル充電状態の内蔵バッテリーのみで
の端末動作可能時間は、スリープモードで最大約5日間＊です。	 ●
＊新品状態で、端末周辺の温度が25℃の場合
●● 端末をはじめてご使用になる場合は、起動後に初期動作確認が表示さ
れます。画面に表示される指示および本書の説明をご覧いただき、端
末の取り付けを行ってください。→P.21の「端末の取り付け方」
●● お車のエンジンをかけた状態でシガーライター電源ケーブルを抜き差
ししても、端末はスリープ状態 /電源がオンになります。
●● 端末が起動した際にメッセージや設定を行う画面が表示された場合は、
画面の表示に従って操作してください。
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端末の電源をオフにする
端末を長期間使わない場合や、microSDカードを交換する場合は、端末
の電源をオフにしてください。

1 お車のエンジンを切ります

2 【電源】ボタンを2秒以上押し続けます
STATUS

10:10

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [はい ]
を選んで、②【決定】ボタン
を押します
端末の画面表示が消えたら電源オフ
完了です。

 メモ
●● 上記操作で電源オフにしてから再度電源をオンにする場合、スリー
プ状態から電源をオンした場合に比べて、端末の起動におよそ●
1分かかります。
●● 端末起動中は事故検知 /発報は行われないため、ご注意ください。
●● 端末動作の安定性を確保するため、一定期間 (*) ごとに自動的に
電源オフを行う場合があります。

＊ご利用状況により異なりますが、およそ14日。
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衝撃と事故の関係について
端末の映像記録機能・事故連絡機能は以下の表のように、端末の衝撃検
知と連動して動作します。詳しくは各機能をご確認ください。
録画の.
種類

衝撃検知
レベル

衝撃検知後
の動作

映像送信 衝撃が発生する
場面の例方法 タイミング

イベント●
録画
（→P.44）

大衝撃 自動で事故
連絡します
(自動発報 )

事故検知時に自動
的に映像を送信し
ます
（→P.38）

発報による通話終
了後
（発報キャンセル
の場合はキャンセ
ル直後）

エアバッグが作動する
程度の事故をしたとき
（時速30 km程度以
上で壁と正面衝突し
たとき）*1

中衝撃 手動で事故
連絡します
(手動発報 )

時速 20 km 程度以
上で他車と衝突した
とき *1

小衝撃 事故かどうかを確
認する画面で、指
定のボタンを押す
と、映像を送信し
ます（→P.40）

発報による通話終
了後
（発報キャンセルの
場合は送信されま
せん）

時速 20 km 程度以
上で運転中にフルブ
レーキを踏んだとき
*1

危険挙動 警告音が鳴
ります

PCアプリを利用
し、イベント録画
から事故映像を選
択し、送信します
（→P.82）

送信されません 急アクセル・急ブレーキ・
急ハンドルをしたとき
（シートベルトの食い
込みを感じたり、シー
トへの押し込みを感じ
たりする程度）*1

強制発報
（SOS発
信機能）

事故連絡ボ
タン連続押
下 後、 連 絡
します

SOS 発信機能を
検知した時点の映
像を自動的に送信
します
（→P.38）*2

SOS 発信機能に
よる通話終了後
（キャンセルの場合
はキャンセル直後）

事故連絡ボタンの連
続押下により SOS
発信機能を使用した
とき *1

常時録画
（→P.44）

PCアプリを利用
し、常時録画から
事故発生時刻の映
像を選択し、送信
します
（→P.83）*2

送信されません

小危険挙動 衝撃の回数
のみ記録し
ます

急アクセル・急ブレーキ・
急ハンドルをしたとき
（シートに身を預けて
いない場合には姿勢が
揺らぐ程度）*1

衝撃なし なし 体感できるような衝
撃はありません

＊1：上記は一例です。実際の検知時の状況とは異なります。
＊2：SOS発信機能はボタンを連続押下したタイミングの映像を送信します。

事故連絡を行ったとき等、ボタンを連続押下したタイミング以外の
映像を保険会社に送信したい場合は、常時録画からPCアプリを利
用して送信してください。

事故連絡機能
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事故連絡機能
事故連絡機能について
端末が一定の衝撃を検知した場合、衝撃の大きさに応じて自動または手動で
事故連絡が行われます。また、事故前後の映像が自動的に送信され、東京海
上日動火災保険株式会社（以下東京海上日動）と映像が共有されます。

 メモ
●● 通話品質は、事故連絡機能ご利用時の通信環境などにより異なります。
●● 通話中はドライブレコーダー機能（→P.44）が停止します。
●● 強制発報（SOS発信機能）による通話中は、音声なしの常時録画を行
います。
●● 手動で事故連絡する場合、提携企業が混み合っているときは、事故連
絡ができないことがあります。

事故連絡機能に関するご注意
●● 本サービスは、車両の状況や事故の状況、天候、通信環境等により、そ
の機能が発揮できない場合があります。
●● 端末は事故時の衝撃を検知して発報等を行っておりますが、確実な事
故検知、事故連絡を保証するものではありません。
●● 事故を検知しなかった場合および強制発報（SOS発信機能）が作動し
なかった場合は、事故受付センターの連絡先を確認( → P.42) し、
お客様の携帯電話または公衆電話等で事故連絡を行ってください。
●● 事故連絡機能は以下の場合、動作しません。
—— 通信圏外の場合
—— 正しく取り付けられていない場合
—— microSDカードが挿入されていない場合
—— 端末の下部カバーが閉じられていない場合（TMX-DM05のみ）
—— 初期動作確認が完了していない場合
—— 保険始期日前の場合
—— アップデート中の場合
—— 端末の故障、損傷がある場合
—— 使用温度範囲（－10 ℃～+60 ℃）外の場合
—— GPSによる測位ができない場合
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自動で事故連絡をする
端末が強い衝撃を検知した場合、自動的に提携企業（プレミアエイド）＊へ
連絡され、端末を通じて通話が可能です。

　➡　 　➡ 通話

＊	都道府県公安委員会より警備業法4条 ( 同法 2条 1項 4号 ) の警備
業法の認定を受けた企業
 メモ
●● 提携企業への連絡を中止する場合は【中止】ボタンを押してください。
●● 提携企業との通話中に通信圏外に移動した場合は、通話終了となります。
●● 通信圏外で衝撃を検知した場合は、繰り返し通信を試み、通信が可能に
なった時点で通話が可能になります。
●● 通信圏外または何らかの理由により、提携企業へ連絡できない場合は、
事故受付センターの連絡先が表示されます。お客様の携帯電話または
公衆電話等で事故連絡を行ってください。

提携企業へ緊急連絡をする（SOS発信機能）
事故連絡ボタンを3秒以内に4回以上連続で押した場合、提携企業に緊
急連絡することができます。

事故連絡ボタン連続押下　➡　 　➡ 通話

 メモ
●● 誤ってSOS発信機能を使用した場合は、【中止】ボタンを押してキャ
ンセルしてください。
●● 走行中・停止中に関わらず、提携企業に連絡することができますが、必
ず安全な場所に停車してから操作してください。
●● SOS発信機能でレッカーなどのロードサービスを依頼することはでき
ません。ロードサービスをご利用の場合は専用のフリーダイヤルへおか
けください。
●● SOS発信機能による通話中は、音声なしの常時録画を行います。
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1【事故連絡】ボタンを連続して押すことで提携
企業へ緊急連絡を行い
ます

【事故連絡】ボタン

※3秒以内に連続して4回以上押下

 メモ
●●【事故連絡】ボタンを連続して押下すると緊急連絡が開始されま
す。中小衝撃検知時の発報確認画面等の表示は無いため、誤っ
て押下しないようご注意ください。
●● 録画時間は、SOS発信機能を検知した時点から前10秒、後5秒
のイベント録画が行われます。
●● SOS発信機能での衝撃検知イベントは、「強制発報」となります。
●● 中小衝撃検知時の発報確認画面において【事故連絡】ボタンを
連続で押した場合、「強制発報」として提携企業へ発報されます。

2 １で【事故連絡】ボタ
ンを連続して押した場
合、提携企業へ緊急連
絡します
提携企業との通話が始まる
までお待ちください。

【事故連絡】ボタン
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 メモ
●● 提携企業への連絡を中止する場合は【中止】ボタンを押してくだ
さい。ボタンが押されないかぎり、中止せず待機しつづけます。
●● 提携企業への通話開始直後に、モニターが消灯します。
●● 通話中の常時録画ファイルは、音声なしの録画となります。
●● 通話中の常時録画ファイルは、画質設定が通常と異なります。
●● 提携企業との通話中に通信圏外に移動した場合は、通話終了と
なります。
●● 通信圏外で緊急連絡を行った場合は、繰り返し通信を試み、通
信が可能となった時点で通話が可能になります。
●● 通信圏外または何らかの理由により、提携企業へ連絡できない
場合は、事故受付センターの連絡先が表示されます。

手動で事故連絡をする
自動で事故連絡を行う衝撃に満たない一定の衝撃を検知した場合、検知
してから約200ｍ以内で徐行や停車をすると、事故かどうかを確認する
画面が表示され、音声メッセージが流れます。端末のボタンを押すことで、
提携企業と端末を通じて通話が可能です。

 ➡ 

200 m

STOPSTOP

 ➡  ➡ 事故連絡ボタン

➡  ➡ 事故連絡ボタン ➡  ➡ 通話

1 自動で事故連絡を行う衝撃に
満たない一定の衝撃を検知し
た場合、右の画面が表示され
ます
事故の場合は、【事故連絡】.
ボタンを押します

【中止】ボタン
【事故連絡】ボタン
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 メモ
●● 事故ではない場合は【中止】ボタンを押すと、元の画面に戻ります＊。
●● 衝撃検知後も運転を続けた場合、事故の可能性はないと判断し
て事故かどうかを確認する画面は表示されません。
●● 中衝撃を検知時( → P.36)、事故かどうかを確認する画面が
表示された後、約120秒間何も操作が行われなかった場合は、
お客様の安全を優先して、自動的に提携企業へ連絡されます。
●● 小衝撃を検知時( → P.36)、事故かどうかを確認する画面が
表示された後、約120秒間何も操作が行われなかった場合は、
事故の可能性はないと判断して元の画面に戻ります。
●● 事故かどうかを確認する画面が表示された後、約500 m以上
走行した場合は、事故の可能性はないと判断して元の画面に戻り
ます＊。
＊	端末の動作状況によっては上記のとおりにならない場合もあります。
●● 衝撃を検知し事故の可能性があると判断した場合、端末の音量
は→P.70の「音声メッセージと警告音等の音量を設定する」
で設定した値に関わらず既定値に変わります。事故連絡が終了す
ると、設定した音量に戻ります。
●●【事故連絡】、【中止】以外のボタンを押すと音声メッセージと警
告音等が停止します。

2 １で【事故連絡】ボタンを押
した場合、提携企業へ連絡す
るか確認します
連絡する場合は、【事故連絡】
ボタンを押します
通話が始まるまでお待ちくださ
い。

【中止】ボタン
【事故連絡】ボタン

 メモ
●● 提携企業への連絡を中止する場合は【中止】ボタンを押してくだ
さい。ボタンが押されないかぎり、中止せず待機しつづけます。
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●● 提携企業との通話中に通信圏外に移動した場合は、通話終了と
なります。
●● 通信圏外で衝撃を検知した場合は、繰り返し通信を試み、通信
が可能になった時点で通話が可能になります。
●● 通信圏外または何らかの理由により、提携企業へ連絡できない
場合は、事故受付センターの連絡先が表示されます。お客様の
携帯電話または公衆電話等で事故連絡を行ってください。

提携企業または事故受付センターからの着信について
通信圏内から通信圏外に移動した場合など、何らかの理由により通話が
中断されると、提携企業または事故受付センターから折り返しご連絡差
し上げる場合があります。
提携企業または事故受付センターから着信があった場合は、【事故連絡】ボ
タンを押すと電話がつながります。運転中で電話に出られない場合は、運転
に支障をきたさない範囲で【中止】ボタンを押して、[はい]を選んでください。

事故受付センターの連絡先を確認する
事故発生時に何らかの理由により端末からの自動または手動による連絡が
行われなかった場合および強制発報（SOS発信機能）が作動しなかった
場合は、次の手順で事故受付センターの情報を表示して、お客様の携帯電
話または公衆電話等で事故連絡を行うことができます。

1 メニューボタンを押します

2 ①↑／↓ボタンで [事故連絡 ]
を選んで、②【次へ】ボタン
を押します
事故受付センターの連絡先が表
示されます。
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事故連絡デモの確認
事故連絡デモ（衝撃を検知した際の事故連絡に関する説明）の確認が行
えます。

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ア
ラーム音等設定 ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

4 ①【↑】／【↓】ボタンで [事
故連絡デモ ]を選んで、②【次
へ】ボタンを押します
事故連絡デモが始まり、説明に合
わせて自動的に手順５に進みます。

5 音声メッセージが終了したら
自動で事故連絡デモは終了し
ます
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ドライブレコーダー機能（映像記録機能）
ドライブレコーダー機能（映像記録機能）について
端末のカメラで撮影したお車前方の録画映像を、microSDカードに保
存できます。また、保存した録画映像は端末やパソコンで再生できます。
録画映像は次の2通りあります。
●● イベント録画
お車が衝突した際の衝撃や急アクセル、急ブレーキ、急ハンドルといっ
た危険挙動を検知した時点の10秒前から5秒後までの状況を自動で
録画します。
●● 常時録画
お車のエンジンをかけてからエンジンを切るまで（端末の電源オンか
らスリープ状態（→P.33）まで）の間の状況を常に録画します。
 メモ
●● microSDカードに保存できるイベント録画の映像は最大300件です。
保存された録画映像が容量を超えると、古い録画映像から順に上書き
します。上書きしたくない録画映像をロックして保護することができま
す。→P.49の「イベント録画映像を手動でロック／ロック解除する」
●● 常時録画された映像がmicroSDカードへの保存可能領域の上限に達す
ると、古い録画映像から順に上書きします。
●● イベント録画、常時録画共に、任意で選んだファイルを削除することも
できます。

ドライブレコーダー機能に関するご注意
●● 走行中は安全性の観点から画面に映像が映らない仕様になっております。
●● 次の場合は、常時録画は中断されます。
—— 映像の明るさや端末の向きの確認（→P.50、P.51）のためカメ
ラ映像を表示しているとき
—— microSDカードを抜いているとき
—— 端末の下部カバーが開いているとき（TMX-DM05のみ）
—— 端末の設定を初期化しているとき
以上の操作を終了すると、常時録画は再開されます。
●● 市販のmicroSDカードを利用するときは、16 GB以上の空き容量が
あるか確認してください。16 GB以上の空き容量があるmicroSDカー
ドを取り付けないと、映像を録画することができません。→P.11
の「microSDカードの取り扱いに関するご注意」をご覧ください。	●

ドライブレコーダー機能（映像記録機能）
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また、SDカードの初期化（→ P.72）を行わないと利用できない場
合があります。
●● microSDカードは消耗品です。「SDカードの異常を検知しました。一
度エンジンを切りSDカードを抜き差ししてください。」のメッセージの
表示が繰り返される場合にはドライブエージェントパーソナル事務局＊に
ご連絡ください。
●● microSDカードの消耗に起因する故障または損傷については、製造元
は一切の責任を負いません。
●● 端末で録画した映像を取り扱う際は、被写体のプライバシーなどを侵害し
ないよう十分にご配慮ください。また、お客様の責任でお取り扱いください。
●● 端末は全ての状況において映像の記録を保証するものではありません。
●● 端末が記録した映像やデータは、事故の証拠として効力を保証するも
のではありません。
●● LED式信号機を撮影すると、信号機が点滅しているように撮影されたり、
ちらついたりする場合があります。
●● 道路の段差を越えるときに生じる振動を、衝撃として検知し、イベント
録画を行う場合があります。
●● 重大事故による端末損傷など、お車だけでなく内蔵バッテリーからの電
源も断たれた場合、録画できません。また、microSDカード内に記録
されているデータが破損してしまう可能性があります。
●● 提供元および製造元では、破損したデータや消去したデータの復元サー
ビスは行っておりません。
●● 端末の故障や端末使用によって生じた損害、および記録された映像や
データの損傷、破損による損害については、提供元および製造元は一
切その責任を負いません。
●●ドライブレコーダー機能で録画された映像は、安全のため運転中は再生
できません。
●● 端末等の破損、故障が生じた場合や、盗難・紛失に遭われた際は、速や
かにドライブエージェントパーソナル事務局＊へご連絡ください。また、
事由発生の原因が利用者の故意・重過失である場合、違約金（25,000円）
を請求させていただきます。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認ください。

録画された映像の取り扱いについて
●●ドライブレコーダー機能で録画された映像は「MP4」形式（拡張子が
「.mp4」）の映像ファイルとしてmicroSDカードに保存されます。
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●● microSDカードと常時録画における最大録画時間の参考値は次のとおりです。

microSDカード容量（GB） 録画時間
32 GB 約 7.5 時間
16 GB 約 2時間

上記値は目安で、絶対保証値ではありません。
周囲の景色や明るさ、ロックファイル数、運転の状態によって異なります。
●● 映像ファイルはお手持ちのパソコンでも再生できます。
●● microSDカード内の映像ファイルの保存先は次のとおりです。
—— イベント録画：Movies¥DriveRecorder¥EvtRec
—— 常時録画：Movies¥DriveRecorder¥RegRec

●● 映像の処理中のファイル（拡張子が「.tmp」）がmicroSDカードの中
に残ることがありますが、削除しないでください。

録画した映像を端末で再生する

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [ファ
イル閲覧 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [常
時録画 ] または [ イベント録
画 ] を選んで、②【次へ】ボ
タンを押します
録画された映像の一覧が表示さ
れます。
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4 ①【↑】／【↓】ボタンで再
生したい映像を選んで、②【決
定】ボタンを押します
選んだ映像が再生されます。

 メモ
●● 手動でロックされている映像のサムネイルには  が表示されます。
●● 時限ロック機能＊により一時的にロックされている映像のサムネ
イルには  が表示されます。
＊時限ロック機能とは、撮影した録画映像を自動的にロックし、
上書きされないように約3日間保持する機能です。

例：イベント録画映像の再生中

①	【 】ボタンを押すと再生を
一時停止します。

②	【 】ボタンまたは【 】●
ボタンを押すと早送り／早戻
し再生します。

③	【 】ボタンまたは【 】●
ボタンを押すごとに早送り／
早戻しの速度が変わります。

例：イベント録画映像の一時停止中

①	【 】ボタンを押すと再生を
再開します。

②	【 】／【 】ボタンを押
すと録画映像のロック／ロッ
ク解除ができます。

③	【 】ボタンを押すと録画映
像を削除できます。
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5【 】ボタンを押すと再生を
終了し、前の画面に戻ります

録画した映像を削除する

1 録画した映像の一時停止中画
面で【 】ボタンを押します

 メモ
●● ロックされた録画映像の場合、ロックを解除するまで は表示
されません。

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [削
除 ]を選んで、②【決定】ボタ
ンを押します
削除を中止するときは [ キャンセ
ル ]を選んでください。

 メモ
●● 複数ファイルをまとめて削除することはできません。
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イベント録画映像を手動でロック／ロック解除する

1 イベント録画された映像の一
時停止中画面で【 】または
【 】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [ロッ
ク ] または [ ロック解除 ] を
選んで、②【決定】ボタンを
押します
ロック／ロック解除を中止する
ときは [ キャンセル ] を選んでく
ださい。

 メモ
●● 複数ファイルをまとめてロック／ロック解除することはできませ
ん。
●● 古い映像をロック解除した場合は映像が削除される可能性があ
ります。
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ドライブレコーダー機能の確認・変更
ドライブレコーダー機能に関する以下の確認や変更が行えます。
●● 映像の明るさ調整
●● 端末の向きを確認

ドライブレコーダーの設定を行う画面を表示する

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ] を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ド
ライブレコーダー ]を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

映像の明るさを調整する

1 ドライブレコーダーの設定を
行う画面（→ P.50）で [ 録
画共通設定 ]を選んで、【次へ】
ボタンを押します
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2 ①【↑】／【↓】ボタンで [露
出補正 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3【＋】／【－】ボタンで、明るさを調整します
決
定

映像の明るさを調整

+1.0

4【決定】ボタンを押します
決
定

映像の明るさを調整

+1.0

 メモ
●●【決定】ボタンを押さずに【 】ボタンを押すと、調整結果は保存
されずに元の画面に戻ります。

端末の向きを確認する

1 ドライブレコーダーの設定を
行う画面（→ P.50）で [ 端
末の向きを確認 ] を選んで、
【次へ】ボタンを押します
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2 画面中央の十字マークがお客
様の車の前方中央に合ってい
ること、2箇所の緑色の範囲
に白いバーが入っていること
を確認したら、【決定】ボタン
を押します
十字マークおよび画面左の白い
バーが上下にずれている場合
は、端末固定ネジを緩めて角度
を調整してください。十字マー
クおよび画面下の白いバーが左
右にずれている場合は、端末を
取り付け直す必要があります。
→ P.85 の「端末の付け替えに
ついて」をご覧ください。

決
定

端末の向きを確認
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ドライブサポート機能
端末のカメラで撮影した映像を解析し、危険な運転を行っているときに
画像や音声メッセージと警告音等で注意喚起します。
本機能はカメラからの画像情報を用いて判断をするため、端末の取り付
けおよび設定の状況や走行環境（天候、時間帯や道路状況など）の影響
により、正しく動作しない場合があります。
そのため、必ずお客様の目で周囲の状況を把握し、安全を確認しながら
運転してください。

ドライブサポート機能を正しく機能させるため、ご利用になる前に以下
をご確認ください。
●● 端末の取り付けおよび設定を適切に行ってください。
—— 取り付け指定位置に取り付けてください (たとえばワイパーの拭取り
範囲外等では降雨時に機能が正しく動作しない原因となる可能性があ
ります )（→P.20）
—— 端末の向きを確認する画面中央の十字マークをお客様のお車の前方中
央に合わせ、画面左側と下部の2か所の緑色の範囲に白いバーが入る
位置に取り付けてください（→P.51）
—— 地上から端末中心までの高さを正しく設定してください（→P.59）
—— フロントガラスの中心から端末中心までの距離を正しく設定してくだ
さい（→P.59）

●● 端末を取り付けた直後や端末の向きや角度を変えて走行したときには、
消失点学習を行います。
消失点学習の完了には、両側に白線もしくは黄線のある道路を実際に
走行して頂く必要があります。消失点学習完了までに必要な時間は走
行時の環境によって異なりますが、およそ5～6分で完了します。
それでも正しく動作しない場合は、消失点学習の初期化を行ってくだ
さい。（→P.62）
●● ダッシュボード上には明るい色のものを置かないでください。ダッシュ
ボード上に明るい色のものを置くと、フロントガラスに反射してカメラ
映像に映り込み、誤認識の原因となる場合があります。
●● 映像の明るさを調整（→P.50）するとドライブサポート機能に影響
が出る場合があるため、正しく作動しない場合には、初期値の0に戻
してお試しください。

事故予防・事故防止支援機能

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
機
能
（
映
像
記
録
機
能
）
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片寄り走行警告機能について
運転中に走行レーンを認識することでお車の片寄り走行を検知し、注意
喚起します。

 メモ
●● 片寄り走行警告機能は、約50 km/h 以上で運転中に、お車が約3 秒
間以上左右のどちらかに片寄って走行していると端末が判断したときに
動作します＊。
●● 一度注意喚起が行われると、約30 秒間が経過するまで次の注意喚起
を行いません＊。
●● 本機能は、走行レーンの両側に白線もしくは黄線がある場合に、動作可
能です。

＊	端末の動作状況によっては上記のとおりにならない場合もあります。

片寄り走行警告機能に関するご注意

●● 片寄り走行警告機能は以下の場合、動作しません。
—— 片寄り走行検知がOFFに設定されている場合
—— ステータスLEDが消灯もしくは緑点滅の場合（→P.16）
•	 ドライブレコーダーの設定を行う画面の表示中（→P.50）
•	 バッテリーモード（ACC OFF)時　等
——トンネルの中等GPSを受信していない場合（→P.10）
—— お車のご利用状態により端末の温度が上昇した場合
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●● 以下のような状況では、片寄り走行警告機能が正しく動作しない場合が
あります。
①カメラが片寄り走行検知に必要な情報を撮影できない場合

—— 走行レーンの左右にある白線もしくは黄線が、両側または片側に無い場合
—— 走行レーンの左右にある白線もしくは黄線が、かすれて見えにくい場合
—— 強い光や陰、暗い所、対向車のヘッドライト等、光の加減により、
白線を正しく検知できない場合
—— 天候（雨、雪、濃霧等）やお車の走行環境（道路の起伏が激しい場
合等）により、白線を正しく検知できない場合

②カメラに誤認識する物が写っている場合
—— 車内にある備品、フロントガラスへの貼付物等が映像に映りこんで
いる場合

③カメラが認識するべき対象物に急な変化が生じる場合
—— 急カーブ、交差点、合流、分岐、車線減少、車線増加など、走行レー
ンの幅に急激な変化があるなどの場合

前方車両接近警告機能について
運転中に同一走行レーンの前方車両を認識することでお車との距離が接
近したことを検知し、注意喚起します。
注意喚起がされないように適切な車間距離を保って運転していただくこ
とで、安全運転にお役立ていただくことができます。
注意喚起後のブレーキ操作により衝突を回避・軽減することを主な目的
とした機能ではありません。また、前方衝突事故の防止を保証するもの
ではございません。また、すべての危険を警告するものではございません。
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 メモ
●● 前方車両接近警告機能は、約30 km/h 以上で運転中に、お車から前
方車両までの到達時間が一定の時間を下回ったと端末が判断したとき
に動作します＊。
●● 一度注意喚起が行われると、約10 秒間が経過するまで次の注意喚起
を行いません＊。
●● 前方を走る二輪車の認識・接近警告は本機能の対象外です。
●● 本機能はGPSからの入力される速度を用いておりますが、実際の走行
速度と最大で1秒程度のかい離が生じます。すでに減速するなど衝突
の恐れが減少した場合でも、タイミングがずれて注意喚起する場合が
あります。

＊	端末の動作状況によっては上記のとおりにならない場合もあります。

前方車両接近警告機能に関するご注意

●● 前方車両接近警告機能は以下の場合、動作しません。
—— 前方車両接近検知がOFFに設定されている場合
—— ステータスLEDが消灯もしくは緑点滅の場合（→P.16）
•	 ドライブレコーダーの設定を行う画面の表示中（→P.50）
•	 バッテリーモード（ACC OFF)時　等
——トンネルの中等GPSを受信していない場合（→P.10）
—— 端末の取り付け高さが100 cm～200 cmの範囲に取り付けされて
いない場合（→P.59）
—— お車が減速中の場合
—— お車のご利用状態により端末の温度が上昇した場合

●● 以下のような状況では、前方車両接近警告機能が正しく動作しない場
合があります。
①カメラが前方車両接近検知に必要な情報を撮影できない場合

—— 走行する道路の左右に白線もしくは黄線がなかったり、境目がはっ
きりせず、道路を正しく検知できない場合
—— 前方車両の形状や色が前方車両として検知できない場合
—— 強い光や陰、暗い所、対向車のヘッドライト等、光の加減により、
前方車両を正しく検知できない場合
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—— 天候（雨、雪、濃霧等）やお車の走行環境（道路の起伏が激しい場
合等）により、前方車両を正しく検知できない場合  

②カメラに誤認識する物が写っている場合
—— 隣の走行レーンの車両が映っている場合
—— 道路脇の物体や道路上の影が映っている場合
—— 車内にある備品、フロントガラスへの貼付物等が映像に映りこんで
いる場合

③カメラが認識するべき対象物に急な変化が生じる場合
—— お車の前方に車が割り込んだ場合
—— お車が走行レーンの変更をしている場合
—— 急カーブ、交差点、合流、分岐、車線減少、車線増加など、前方車
両を正しく検知できない場合
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ドライブサポート機能の確認・変更
ドライブサポート機能に関する以下の確認や変更が行えます。
●● 端末取り付け高さの確認・変更
●● 端末取り付け位置の確認・変更
●● 片寄り走行検知のON／OFF
●● 片寄り走行音声通知のON／OFF
●● 前方車両接近警告のON／OFF
●● 前方車両接近警告音声通知のON／OFF
●● 消失点学習の初期化

ドライブサポート機能や取り付けの設定を行う画面を表示する

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ド
ライブサポート ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します
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地上から端末中心までの高さを確認・変更する

1 ドライブサポート機能や
取り付けの設定を行う画面
（→ P.58）で [ 端末取付け
高さ ] を選んで、【次へ】ボタ
ンを押します

2 ①【＋】／【－】ボタンで地面
から端末までの高さを設定し、
②【決定】ボタンを押します
高さは 100 cm から 350 cm
まで設定可能です。
→ P.21 の「端末の取り付け
方」もあわせてご覧ください。

フロントガラスの中心から端末中心までの距離を確認・変更する

1 ドライブサポート機能や取
り付けの設定を行う画面
（→ P.58）で [ 端末取付け
位置 ]を選んで、【次へ】ボタ
ンを押します

2 ①【→】／【←】ボタンでフ
ロントガラスの中心から端末
までの距離を設定し、②【決定】
ボタンを押します
距離は右99 cmから左99 cm
まで設定可能です。
→ P.21 の「端末の取り付け
方」もあわせてご覧ください。
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片寄り走行検知をON／OFFにする

1 ドライブサポート機能や取
り付けの設定を行う画面
（→ P.58）で [ 片寄り走行
検知設定 ] を選んで、【次へ】
ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [片
寄り走行検知 ] を選んで、②
【次へ】ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ON]
または [OFF] を選んで、②【決
定】ボタンを押します

片寄り走行検知ONの場合の音声通知をON／OFFにする

1 ドライブサポート機能や取
り付けの設定を行う画面
（→ P.58）で [ 片寄り走行
検知設定 ] を選んで、【次へ】
ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [通
知：音声 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します
「片寄り走行検知」がONの場合
のみ選ぶことができます。
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3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ON]
または [OFF] を選んで、②【決
定】ボタンを押します

前方車両接近警告をON／OFFにする

1 ドライブサポート機能や取
り付けの設定を行う画面
（→ P.58）で [ 前方車両接
近警告 ]を選んで、【次へ】ボ
タンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [前
方車両接近警告 ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ON]
または [OFF] を選んで、②【決
定】ボタンを押します

前方車両接近警告ONの場合の音声通知をON／OFFにする

1 ドライブサポート機能や取
り付けの設定を行う画面
（→ P.58）で [ 前方車両接
近警告 ]を選んで、【次へ】ボ
タンを押します
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2 ①【↑】／【↓】ボタンで [通
知：音声 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します
「前方車両接近警告」がONの場
合のみ選ぶことができます。

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ON]
または [OFF] を選んで、②【決
定】ボタンを押します

消失点学習を初期化する

消失点とは、風景や直線の道路などが
遠くになるほど小さくなり、やがては
点に収束してしまう点のことで、片寄
り走行警告機能では走行レーン、前方
車両接近警告機能では前方車両を認識
するために利用しています。
片寄り走行警告機能や前方車両接近警
告機能が正しく動作しない場合は、消
失点学習を初期化して、しばらく走行
してください。

消失点
画面の中心

1 ドライブサポート機能や取
り付けの設定を行う画面
（→ P.58）で [ 消失点学習
初期化 ] を選んで、【次へ】ボ
タンを押します
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2 ①【↑】／【↓】ボタンで [はい ]
を選んで、②【決定】ボタン
を押します
消失点学習を初期化します。

3 【×】ボタンを押します
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安全運転診断機能
安全運転診断機能について
端末の起動時に、これまでの運転を診断し、特に注意が必要な場面に応
じた安全運転を促す音声メッセージと画面表示を行います。

＜走行前メッセージ例＞
交差点の手前からゆ
っくり速度を落とし
ましょう。

　

交差点での急加速は
控えましょう。

 メモ
●● 使用開始から累積走行距離が約10 km走行するまでは画面の表示お
よび音声メッセージは流れません。

また、お車のエンジンを切ったときにも運転結果を診断した音声メッセー
ジと画面表示を行います。

＜走行後メッセージ例＞
今日は急ブレーキがかな
り多くありました。

　

今日の運転中に、危険な
運転はございませんでし
た。

 メモ
●● 走行距離に関わらず画面が表示され、音声メッセージが流れます。
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危険挙動警告機能
危険挙動警告機能について
端末が危険挙動を検知した際、画面表示と警告音等で注意喚起します。
（→P.36）

 メモ
●● 画面表示は、約4秒後に元の画面に戻ります。
●● 危険挙動を検知した時点の映像はイベント録画として録画されます。
●● 危険挙動と判断されるのは、急アクセル、急ブレーキ、急ハンドルです。
●● 危険挙動の基準に満たない一定の振動（小危険挙動）を検知した場合は、
画面表示や音声メッセージと警告音等による注意喚起は行わず、安全
運転診断のため、衝撃の回数のみ記録します。
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危険挙動警告機能の確認・変更
危険挙動検知時の音声メッセージと警告音等のON/OFF の確認や変更
が行えます。

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ア
ラーム音等設定 ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

4 ①【↑】／【↓】ボタンで [危
険挙動アラーム音 ]を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

5 ①【↑】／【↓】ボタンで [ON]
または [OFF] を選んで、②【決
定】ボタンを押します
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危険地点接近警告機能
危険地点接近警告機能について
運転中の天候・時間帯およびお客様の運転状況（走行速度・過去の運転
特性）をもとに、リアルタイムに事故リスクの高い地点を予測し、音声メッ
セージと画面表示により注意喚起を行います。

＜危険地点接近警告メッセージ例＞

  

 メモ
●● 過去の運転特性は、直近約100 kmの走行をもとに算出しております。
累積走行距離が約100 km以下の場合は、運転傾向の蓄積を行います。
●● 端末の設定を初期化（→P.71) した場合、累積走行距離は0 kmに
戻り、再度運転傾向の蓄積を行います。

危険地点接近警告機能に関するご注意
●● 危険地点接近警告機能は以下の場合、動作しません。
—— 通信圏外の場合
—— GPSを受信していない場合
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危険地点接近警告機能の確認・変更
危険地点接近警告機能のON/OFFの確認や変更が行えます。

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [事
故未然防止設定 ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

4 ①【↑】／【↓】ボタンで [危
険地点接近警告 ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

5 ①【↑】／【↓】ボタンで [ON]
または [OFF] を選んで、②【決
定】ボタンを押します
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システム設定の確認・変更
端末に関する以下の確認や変更が行えます。
●● 音声メッセージと警告音等の音量設定
●● 端末の明るさ設定
●● モニター表示状態の設定
●● 端末の設定初期化
●● microSDカードの初期化
●● 端末に登録された車両登録番号の確認
●● 端末の識別番号（IMEI 番号）の確認
●● 法的情報の確認
●● 端末のシステムバージョンの確認
●● 端末のアプリバージョンの確認

システム設定を行う画面を表示する

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [シ
ステム設定 ]を選んで、②【次
へ】ボタンを押します

システム設定・データアップデート

事
故
予
防
・
事
故
防
止
支
援
機
能
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音声メッセージと警告音等の音量を設定する
 メモ
●● 事故発生時の音声メッセージと警告音等および提携企業への事故連絡
時の音量は、本設定値に関わらず、一時的に既定の音量に戻ることがあ
ります。

1 システム設定を行う画面
（→ P.69）で [ システム音
量設定 ]を選んで、【次へ】ボ
タンを押します

2 ①【＋】／【－】ボタンで音
量を設定したら、②【決定】
ボタンを押します
OFF または１～５の範囲で設定
できます。

端末の明るさを設定する

1 システム設定を行う画面
（→ P.69）で [ 画面の明る
さ設定 ]を選んで、【次へ】ボ
タンを押します

2 ①【＋】／【－】ボタンでお
好みの明るさに設定したら、
②【決定】ボタンを押します
5段階で設定できます。
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モニターの表示状態を設定する

1 システム設定を行う画面
（→ P.69）で [ モニタの表
示設定 ]を選んで、【次へ】ボ
タンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンでお
好みの表示状態に設定した
ら、②【決定】ボタンを押し
ます

常時ON 「ホーム画面」を常に表示します。

時計表示 端末の操作が約10秒間行われなかった場合
に時計の表示に切り替わります。

10秒後OFF 端末の操作が約10秒間行われなかった場合
に画面表示を消します。

1分後OFF 端末の操作が約1分間行われなかった場合
に画面表示を消します。

3分後OFF 端末の操作が約3分間行われなかった場合
に画面表示を消します。

走行連動 運転時のみ画面表示を消します *。

＊GPSを受信していない場合、動作しません。
※	お車のご利用状態により端末の温度が上昇すると、システム
の保護のためモニター表示を制限する場合があります。

端末の設定を初期化する
端末を発送時の状態に戻したいときは、設定を初期化します。

 メモ
●● 以下の項目は初期化されません。
—— アップデートしたデータ（地図など）
—— 録画ファイルを含む、microSDカードの内容



72

1 システム設定を行う画面
（→ P.69）で [ 設定初期化 ]
を選んで、【次へ】ボタンを押
します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [はい ]
を選んで、②【決定】ボタン
を押します
端末の初期化を中止するときは、
[ いいえ ] を選ぶか【 】ボタ
ンを押してください。

3 【×】ボタンを押します
端末の設定初期化が失敗した
ときはメッセージが流れます。
→ P.99 の「［システム設定］
のメニューを操作しているとき」
をご覧ください。

microSDカードを初期化する

 注意
●● microSD カードの初期化を行うと、手動でロックした映像
（→P.49）および時限ロックされた映像（→P.47）も消去され
ます。

1 システム設定を行う画面
（→ P.69） で [SD カ ー ド
初期化 ]を選んで、【次へ】ボ
タンを押します
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2 ①【↑】／【↓】ボタンで [はい ]
を選んで、②【決定】ボタン
を押します
SDカードの初期化を中止すると
きは、[ いいえ ] を選ぶか【 】
ボタンを押してください。

3 【×】ボタンを押します
SD カードの初期化が失敗した
ときはメッセージが流れます。
→ P.99 の「［システム設定］
のメニューを操作しているとき」
をご覧ください。

端末に登録された車両登録番号を確認する

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ア
ラーム音等設定 ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します
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4 ①【↑】／【↓】ボタンで [車
両登録情報確認 ] を選んで、
②【決定】ボタンを押します

5 車両登録番号を確認したら、
【 】ボタンを押します

自家用軽四輪乗用車

端末の識別番号（IMEI 番号）を確認する

1 システム設定を行う画面
（→ P.69） で [IMEI 番 号 ]
を選んで、【次へ】ボタンを押
します

2 IMEI 番号を確認したら、【 】
ボタンを押します
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法的情報を確認する
端末で使用されているオープンソースソフトウェアのライセンスおよび
端末の認証情報を確認できます。

1 システム設定を行う画面
（→ P.69）で [ 法 的情報 ]
を選んで、【次へ】ボタンを押
します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [ラ
イセンス情報 ] または [ 認証
情報 ] を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ライセンス情報または認証情
報を確認したら、【 】ボタ
ンを押します

利用許諾（
ス）について記載して
います。
正確な内容を保持する

端末のシステムのバージョンを確認する

1 システム設定を行う画面
（ → P.69） で [ シ ス テ ム
バージョン ]を選んで、【次へ】
ボタンを押します

2 システムバージョンを確認し
たら、【 】ボタンを押しま
す
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端末のアプリバージョンを確認する

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [各
種設定 ]を選んで、②【次へ】
ボタンを押します

3 ①【↑】／【↓】ボタンで [ア
ラーム音等設定 ] を選んで、
②【次へ】ボタンを押します

4 ①【↑】／【↓】ボタンで [ア
プリバージョン ] を選んで、
②【決定】ボタンを押します

5 アプリのバージョンを確認し
たら、【 】ボタンを押しま
す
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ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先を確認する
ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先を端末に表示すること
ができます。

1【メニュー】ボタンを押します

2 ①【↑】／【↓】ボタンで [端
末のお問い合わせ ]を選んで、
②【次へ】ボタンを押します
ドライブエージェントパーソナル
事務局の連絡先が表示されます。
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端末をアップデートする
端末起動時に、一日に一度、自動的に通信を利用したアップデートデータ
の確認が行われます。アップデートデータがある場合は、自動的にダウン
ロードが行われ、次回端末起動時にアップデートを行います。

　➡　

 メモ
●● 端末のソフトウェア、機能設定ファイル、地図データのアップデートに
ついては、アップデート完了後に「ホーム画面」が表示されます。
※ �TMX-DM05の場合、アップデート完了した後の再起動後に「ホー
ム画面」が表示されます。

●● 通信圏外にいるときは、アップデートデータのダウンロードは行われま
せん。
●● アップデートデータのダウンロード状況は、「ホーム画面」上部のステー
タスバーに表示されるアイコンで確認できます。（→P.15）
●● アップデート時に端末が再起動することがあります。アップデート動作
が終わるまで操作せずお待ちください。
●● ご利用者が多く、通信環境が混み合っているときは、ダウンロードを行
わない場合があります。
●● アップデートには約３分かかります *。アップデート中は、映像記録や
事故連絡などの機能がご利用いただけません。
可能であれば、お車を安全な場所に駐車し、エンジンを切らずにお待
ちください。
＊アップデート時間はアップデート内容により異なります。
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PC アプリ「ドライブエージェントパーソナル」
端末で録画した映像を、ご自宅のパソコンで確認することができます。
また、録画した映像を東京海上日動へ送信することもできます。

PCアプリインストーラーを入手する
PCアプリのインストーラーは、端末に挿入されたmicroSDカードへ
自動的にコピーされます。

 メモ
●● 端末にはじめてmicroSDカードを挿入した場合は、端末の電源をオン
にしてください。電源オフ状態の端末にmicroSDカードを挿入しただ
けでは、PCアプリのインストーラーはコピーされません。

端末からmicroSDカードを取り外し、パソコンに挿入する

1 端末の電源をオフにします
→P.35の「端末の電源をオフにする」

2 TMX-DM02の場合
“カチッ”と音がする
まで、挿入されている
microSD カードを押し
込んで離します

R

TMX-DM05の場合
①爪を押し、②端末の下
部カバーを開きます

“カチッ”と音がする
まで、挿入されている
microSD カードを押し
込んで離します

①②

 

PCアプリ
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 注意
●● microSDカードは勢いよく飛び出す場合があるので、中央部
をゆっくりと押して離し、まっすぐ取り出してください。
●● 取り外したmicroSDカードは、専用ケースに入れるなどして、
保管してください。また、誤ってお子様が飲み込むなどのこと
がないように、保管場所にもご配慮ください。
●● microSDカードの端子部分には触れないでください。接触不
良や破損の原因になります。

3 端末からmicroSDカードを取り外し、パソコンに挿入します
お客様のパソコンにSDカードスロットがあるかどうか確認し、
挿入してください。SDカードスロットのないパソコンの場合は、
市販のSDカードリーダー等をご準備ください。

 注意
●● SDカードスロットに挿し込む際は向きをよく確認し、無理に
挿し込まないようにしてください。誤ったスロットに挿し込む
と、取り出せなくなることがあります。

 メモ
●● パソコンのSDカードスロットまたは市販のSDカードリーダー
の規格に合わせ、必要に応じて付属のSDカードアダプタをお
使いください。

パソコンへPCアプリをインストールする
パソコンにmicroSD カードを挿入し、自動再生ダイアログが表示さ
れたら、「フォルダーを開いてファイルを表示」を選択してください。

microSD カード内に保存されている PC アプリインストーラー●
(driveagent_personal_installer.exe) を実行し、画面の指示に従っ
てインストールしてください。

 注意
●● インストールの際、パソコンがインターネットに接続されている必要
があります。
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.動作推奨環境
●● OS/CPU：Windows10/Intel●Core●i5●3320M●2.6●GHz 以上

Windows11/Intel●Core●i7●8550U●1.8●GHz 以上
●● 画面解像度：1024x768●以上
●● HDD空き容量：1●GB●以上
＊インストール時に管理者権限が必要です。
＊タブレットPCでの動作は保証しておりません。
＊画面解像度が表記未満の場合は、アプリの表示する画面が収まりません。
＊インターネット接続が可能であること。
＊上記の条件を満たす全てのパソコンで動作を保証するものではありません。
＊OSのアップグレード環境、マルチブート環境、自作パソコン、タブレッ
トパソコンでの動作は保証しておりません。

＊Macintosh は非対応です。
＊Modern●UI●design 機能は非対応です。
＊パソコンの環境によっては、microSDカードが認識できなかったり
一部機能をご利用いただけないなどの症状が発生する場合があります。
その際の損失ならびにその他の直接または間接的な障害につきまして
は、提供元および製造元に故意または重過失がない限り、提供元およ
び製造元はその責任を負いません。
＊パソコン環境に関するお問い合わせは、パソコン購入元の各メーカー、
または販売店にお願いします。

.PCアプリ「ドライブエージェントパーソナル」を利用する
はじめて利用する場合は、インストール後、デスクトップ上のアイ

コン を実行して起動してください。既にインストール済みの場合、
microSDカードを挿入すると自動的にPCアプリ「ドライブエージェ
ントパーソナル」が起動します。

 注意
●● 事故映像のみをお送りください。
●● 東京海上日動へ映像を送信できる回数は、一日に5回までとなります。
●● 映像送信にはインターネット通信を使用します。そのため通信費用が
発生する場合があります。



82

イベント録画から送信したい映像を選択する
まず送信したい映像が [ イベント録画 ] に保存されているか確認してく
ださい。[ イベント録画 ] に送信したい映像がない場合、[ 常時録画 ] か
ら送信したい映像を選択してください。

1 画面左上のタブから［イベン
ト録画］を選びます

2 事故のおおよその時刻がわかっている場合はイベント発生日時
を参考に、事故の瞬間が含まれているであろう映像を選びます

 メモ
●● フィルタボタンを押すと、衝撃の大きいものだけを抽出すること
が可能です。撮影された映像の数が多すぎて探しづらいときな
どにご利用ください。

3 再生ボタンを押し、事故の瞬
間が含まれていることを確認
します

4 映像送信ボタンを押し、映像
を東京海上日動へ送信します

映像送信
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 メモ
●● 送信済みの映像にはリスト上に と“（送信済み）”が表示され
ます。

常時録画から送信したい映像を選択する

1 画面左上のタブから常時録画
を選びます

2 事故のおおよその時刻が含まれる映像を選びます
 メモ
●● 一つ一つの映像は一走行分（お車のエンジンをかけてから切る
まで）です。ただし、端末の操作などにより常時録画が中断され
た場合、お車のエンジンをかけたままでも映像が分割されること
があります。

3 再生・早送りや早戻しなどを
利用し、事故の瞬間にカーソ
ルが来るようにします
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4 範囲選択ボタンを押します
事故の衝突の瞬間に白いカーソ
ルを合わせます。その状態で範
囲選択ボタンを押すと、画面が
以下のとおり変化します。
●● 白いカーソルが赤に変化する。
●● カーソルの前7秒、後3秒が
範囲選択される。

範囲選択

 メモ
●● カーソルの選択範囲内に事故の瞬間が含まれていることを確認してください。
●● カーソル位置が映像の先頭から7秒未満の場合は映像の先頭から、カー
ソル位置が映像の終端から3秒未満の場合は映像の終端までが範囲選
択されます。

5 映像送信ボタンを押し、映像
を東京海上日動へ送信します

映像送信

ヘルプを確認する
画面右下の「？」をクリックすると、より詳細なアプリの使い方が確認
できます。
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端末の付け替えについて
端末を別のお車に付け替えるときなどは、ドライブエージェントパーソ
ナル事務局＊にお問い合わせいただき、付替え用キットをお申し込みくだ
さい。また、現在ご利用中の端末については、次の手順でお車から取り
外してください。
＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認ください。

1 設定を初期化します
設定を初期化する画面を表示して設定
を初期化してください。→ P.71
の「端末の設定を初期化する」
設定の初期化が完了したら、端末の
電源をオフにします。→ P.35
の「端末の電源をオフする」

 メモ
●● 設定初期化をしても映像データは残ります。映像も消去したい場
合、端末でSDカード初期化を行ってください。→P.72 の
「microSDカードを初期化する」

2 台座の根元にゆっくりと横向きに力を
かけフロントガラスから台座ごと端末
を取り外します
廃車などで台座がそのまま残ってもかま
わない場合、本作業は不要です。
フロントガラス等を傷つけないため、力
はゆっくりとかけてください。

STATUS

 メモ
●● 必要に応じて、付替え用キットに付属のへらをお使いください。
●● 両面テープを剥がすには強い力が必要です。事故やケガの原因
とならないよう十分ご注意ください。

端末の付け替え方

P
C
ア
プ
リ
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3 端末固定ネジをまわし、
端末を台座から取り外し
ます
電源ケーブルを端末から取
り外したのち、端末上部の
端末固定ネジをまわして端
末を台座から取り外してく
ださい。

端末固定ネジ

4 台座を端末に取り付けます
付替え用キット内の台座を
端末に取り付けてください。

付替え用キット内の台座

5 端末を取り付けます
取り付けたいお車で改めてシガーライター電源ケーブルのシガー
プラグをシガーソケットまたはアクセサリーソケットに挿し、お
車のエンジンをかけてください。
端末の初期動作確認が開始されますので、指示に従って再度取り
付け・設定してください。端末の取り付け位置などは、新しい位
置に合わせて設定してください。→ P.21 の「端末の取り付け
方」
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よくあるお問い合わせ（FAQ）
Q 端末の通信機能や映像記録機能などが正常に機能しているか確認す
る方法はありますか？

A「ホーム画面」に表示されるステータスバーのアイコンでご確認くだ
さい。（→P.15）

Q 全ての事故がイベント録画されるのですか？
A 端末が衝撃を検知した場合に記録いたします（→ P.36）。そのた
め、以下のような低速かつ、車以外との接触による事故は衝撃が小
さく、事故を検知できないことがあります。
●● 駐車場内で人と接触
●● 駐車場入り口で自転車と接触

Q 自動的に事故連絡がなされなかったのですが、どうすればいいので
しょうか？

A 事故の衝撃が小さく、検知できなかったものと思われます。なお、
これらの場合でも常時録画機能は動作をしていますので、お客様の
携帯電話または公衆電話等でお電話いただくとともに、映像の上書
きを防ぐため、最大7.5 時間以内（32 GBの場合）にmicroSDカー
ドを取り外してください（→ P.79）。microSD カードをパソコ
ンに挿入することで、PCアプリを使用し映像を東京海上日動に送信
することができます。

Q 誤って「事故連絡画面」をキャンセルしてしまったのですが、どう
すればいいのでしょうか？

A お客様の携帯電話または公衆電話等でお電話いただくとともに、映
像の上書きを防ぐため、最大 7.5 時間以内（32 GB の場合）に
microSDカードを取り外してください（→P.79）。microSDカー
ドをパソコンに挿入することで、PCアプリを使用し映像を東京海上
日動に送信することができます。

困ったときは

端
末
の
付
け
替
え
方
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Q PCアプリ以外で映像を確認する方法はありますか？
A microSDカード内のMovies のフォルダー（→P.46）を確認し、
Windows Media Player等で再生できます。その場合、常時録画ファ
イルは分割された複数のファイルとして表示されます。

Q microSDカードをテレビのカードスロットに挿しても映像が見られ
ません。

A microSDカードに記録した映像は一部のテレビを除き、パソコンで
しか確認できません。→P.81の「動作推奨環境」

Q 端末、シガーライター電源ケーブル、microSDカード等の破損・故
障が生じた場合や、盗難・紛失があった場合、どうすればいいですか？

A ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

Q microSDカードが付属していません。
A 発送時に端末に装着した状態で送付しております。端末下部の
microSDカードスロットをご確認ください。
※ �TMX-DM05の場合、端末の下部カバーを開いてmicroSDカード
スロットをご確認ください。

Q 両面テープが剥がれて端末が落下してしまいました。
A 付替え用キットを送付しますので、ドライブエージェントパーソナ
ル事務局＊にご連絡ください。

Q 端末が水に濡れてしまいました。
A 端末は防水設計ではありませんので、故障の可能性があります。十
分に端末を乾燥させた後、お車のエンジンをかけたときに電源が入
らないなど機能に異常がある場合は、ドライブエージェントパーソ
ナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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故障かな？と思ったら
ドライブエージェントパーソナル事務局＊に連絡する前に、電源が入る場
合は以下の操作を行ってください。
一度お車のエンジンを切って、再度エンジンをかけてください。解決し
ない場合は【リセット】ボタン（→ P.14）を押して端末を再起動し
てください。
それでも解決されない場合、以下をご確認ください。
症状 エラーメッセージ「●●」が表示されます。
処置 →P.92の「エラーメッセージ」をご確認ください。

症状 端末の電源が入りません。
処置 シガーライター電源ケーブルがきちんと接続できているかをご確

認ください。また、シガーライター電源ケーブルの給電インジケー
ターの点灯状態もご確認ください。接続に問題がなく、給電イン
ジケーターも点灯しているのに端末が起動しない場合もしくは接
続に問題がないのに給電インジケーターが点灯していない場合
は、ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

症状 映像がはっきり映りません。
処置 フロントガラスやカメラに汚れがないか確認し、汚れがある場合は

柔らかい布等で拭き取ってください。ダッシュボードが映り込んで
いる場合は、端末の角度を調整（→P.21）してください。それ
でも解決しない場合は、ドライブエージェントパーソナル事務局＊

にご連絡ください。

症状 エンジンを切っても電源が切れません。
処置 エンジンを切っても、端末がスリープ状態にならない車種の場合、

端末を使用しないときは必ずシガーライター電源ケーブルを車のシ
ガーソケットまたはアクセサリーソケットから抜いてください。抜
き忘れると車のバッテリー上がりの原因になります。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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症状 運転中に突然端末が再起動してしまいました。
処置 シガーライター電源ケーブルの接触不良により再起動することがあ

ります。シガーライター電源ケーブルの接続状態をご確認ください。

症状 端末の電源がたびたび切れます。
処置 故障の可能性がありますので、ドライブエージェントパーソナル事

務局＊にご連絡ください。

症状 モニターの表示状態を常時ON、もしくは時計表示に設定してい
るのに画面がOFFになってしまいます。

処置 モニターの表示状態を常時ON、もしくは時計表示に設定されてい
た場合でも、お車のご利用状態により端末の温度が上昇すると、シ
ステムの保護のためモニター表示を制限する場合があります。端末
の温度が低くなった状態で再度エンジンをかけていただくと、制限
が解除され、元の表示状態で動作します。なお、モニター表示が制
限されている場合でも、事故連絡機能、ドライブレコーダー機能、
事故予防・事故防止支援機能には影響はありません。

症状 頻繁に事故かどうかを確認する画面が表示されたり、危険挙動警
告音が鳴ったりします。

処置 端末固定ネジが緩くないか等、端末がぐらついていないかご確認
ください。それでも解決しない場合には、ドライブエージェント
パーソナル事務局＊にご連絡ください。

症状 片寄り走行警告が頻繁に鳴る、またはまったく鳴りません。
処置 端末が正しく取り付けられているか確認してください。端末取り

付け高さ・位置を正しく設定し、消失点学習リセット（→P.62）
を行ってください（消失点学習リセット後、消失点学習のために
しばらく運転する必要があります）。また、カメラに汚れ・傷・遮
蔽物がないか確認し、汚れや遮蔽物がある場合は拭き取ってくだ
さい。傷がある場合、もしくは上記の処置でも解決しない場合には、
ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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症状 PCアプリで確認しても映像が記録されていません。
処置 事故の衝撃が小さい場合はイベント録画には記録されません。常

時録画タブを押し、その中に事故の映像がないかご確認ください。
（→P.83）
また、以下のケースでは映像が記録されず、常時録画タブにも表
示されません。

ケース1：端末が起動していない場合
もし事故の瞬間、エンジンがかかっていたにも関わらず記
録されていない場合は、端末に正しく給電されていない可
能性があります。シガーライター電源ケーブルがきちん
と接続できているかをご確認ください。また、エンジンを
かけたときに、シガーライター電源ケーブルの給電インジ
ケーターが緑点灯になり、端末のステータス LEDが赤点
灯になることをご確認ください。点灯しない場合は端末の
故障の可能性がありますので、ドライブエージェントパー
ソナル事務局＊にご連絡ください。

ケース2：microSDカードに異常がある、または接触不良の場合
この場合、起動時に毎回エラーメッセージが表示され
ますので、表示に従ってmicroSDカードを抜き差し
し、それでも解決しない場合はドライブエージェント
パーソナル事務局＊にご連絡ください。

ケース3：ケース１、２にあてはまらない場合
上記ケース１、２にあてはまらない場合、ドライブエー
ジェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

ケース4：	端末の明るさを調整している場合や、端末の向きを確
認している場合
この場合は映像が撮れませんので、映像確認および端
末の取り付けは安全な場所で行ってください。

症状 音声が記録されていません。
処置 事故連絡で通話中の場合は音声が記録されません。それ以外の場

合は端末の故障の可能性がありますので、ドライブエージェント
パーソナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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エラーメッセージ
ご利用中にエラーメッセージが出た場合は下記をご確認ください。それ
でも解決しない場合はドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡
ください。

端末を起動したとき

「端末が正しく取り付けられていない可能性があります。端末の向きを
変え、緑色の範囲内に白いバーが入るように角度を調整してください。」
原因 取り付けられた端末の向きが正しくない可能性があります。
処置 十字マークおよび画面左の白いバーが上下にずれている場合は、

端末固定ネジを緩めて角度を調整してください。十字マークおよ
び画面下の白いバーが左右にずれている場合は、端末を取り付け
直す必要があります。→ P.85 の「端末の付け替えについて」
をご覧ください。

「給電が検知できないため、サービスを開始できませんでした。ケーブ
ルのプラグをシガーソケットに挿してください。」
原因 端末にシガーライター電源ケーブルから給電されていません。
処置 シガーライター電源ケーブルの接続状態をご確認ください。

「バッテリー交換時期になりました。ドライブエージェントパーソナル
事務局にご連絡ください。」
原因 バッテリーが劣化しています。
処置 端末を交換いたしますので、ドライブエージェントパーソナル事

務局＊にご連絡ください。

「保険始期日前は、事故連絡などの一部機能がご利用いただけません。」
原因 契約始期日以前のためご利用いただけません。
処置 契約始期日後にご利用ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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「サーバーとの通信が不安定なためサービスを開始できませんでした。
約１分後に自動でリトライを行います。」
原因 サーバーとの通信が不安定なためサービスを開始できません。
処置 電波の良いところに移動してください。端末は約１分後に自動で

リトライを行います。

「通信圏外のため、サービスを開始できませんでした。通信圏内に移動
後、自動でリトライを行います。」
原因 通信圏外のためサービスを開始できません。
処置 通信圏内に移動してください。通信圏内に入るとメッセージの表

示が消え自動でリトライを行います。

「通信エラーです。申し訳ございませんが事務局にご連絡ください。」
原因 端末の不具合の可能性があります。
処置 ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

「端末 IDが無効のためサービスを開始できませんでした。事務局にご
連絡ください。」
原因 端末の不具合の可能性があります。
処置 ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

「SDカードの異常を検知しました。一度エンジンを切りSDカードを
抜き差ししてください。SDカードの異常を検知し続ける場合はドライ
ブエージェントパーソナル事務局にご連絡ください。」
原因 microSDカードの接触不良かmicroSDカードが消耗しています。
処置 一度お車のエンジンを切って、microSDカードを抜き差しして

ください。再度エンジンをかけても解決しない場合はドライブ
エージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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「SDカードが検知できないため、サービスを開始できませんでした。
SDカードを挿入してください。」
原因 microSDカードが挿入されていないか、認識されていません。
処置 端末下部のmicroSDカードスロットに正しい向きでmicroSDカー

ドが挿入されていることをご確認ください。挿入されている場合に
は、ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

「PC接続中は、サービスをご利用できません。」
原因 端末がパソコンに接続されています。
処置 端末をパソコンに接続しないようお願いいたします。

「カメラエラーが発生したため、カメラを使用することができません。
申し訳ございませんが、ドライブエージェントパーソナル事務局までご
連絡ください。」
原因 カメラの故障の可能性があります。
処置 端末の交換が必要な場合がありますので、ドライブエージェント

パーソナル事務局＊にご連絡ください。

「microSDカードの容量が小さいため、録画を開始できませんでした。
容量の大きなカードをご使用ください。」 
原因 16 GB未満のmicroSDカードが挿入されているため、録画を

開始できませんでした。 
処置 16 GB未満のmicroSDカードには対応しておりません。16 GB

～ 32 GBのmicroSDカードをご使用ください。

TMX-DM05のみ
「SIMカードの異常を検知しました。ドライブエージェントパーソナル
事務局にご連絡ください。」
原因 SIMカードの接触不良かSIMカードの不具合の可能性があります。
処置 ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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TMX-DM05のみ
「SIMカードが検知できませんでした。ドライブエージェントパーソナ
ル事務局にご連絡ください。」
原因 SIMカードの接触不良かSIMカードの不具合の可能性があります。
処置 ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

TMX-DM05のみ
「下部カバーが開いているため、サービスが開始できませんでした。下
部カバーを閉じてください。」
原因 端末の下部カバーが開いている可能性があります。
処置 端末の下部カバーを閉じてください。

TMX-DM05のみ
「下部カバーが開いているため、サービスが開始できませんでした。
SDカードを挿入し、下部カバーを閉じてください。」
原因 端末の下部カバーが開いており、microSDカードが抜き取られた

状態の可能性があります。
処置 microSDカードを挿入し、端末の下部カバーを閉じてください。

TMX-DM05のみ
「申し訳ありませんが、取扱説明書をご確認の上、事務局にご連絡ください。」
原因 端末の不具合の可能性があります。
処置 ドライブエージェントパーソナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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事故連絡機能が動作したとき

「通信接続エラーのため事故連絡ができませんでした。」
原因 端末の不具合の可能性があります。
処置 続いて表示される事故受付センターの連絡先をご確認し、事故受

付センターまでご連絡ください。
端末の交換が必要な場合がありますので、ドライブエージェント
パーソナル事務局＊にご連絡ください。

「システムが混み合っており、事故連絡ができませんでした。」
原因 一時的なシステムの不具合の可能性があります。
処置 続いて画面に表示される事故受付センターの連絡先をご確認し、

事故受付センターまでご連絡ください*。端末に異常はありません。
「通信接続エラーのため通話ができませんでした。」
原因 一時的なシステムの不具合の可能性があります。
処置 続いて画面に表示される事故受付センターの連絡先をご確認し、

事故受付センターまでご連絡ください*。端末に異常はありません。

「通信圏外またはネットワーク異常のため接続を終了しました。」
原因 通信圏外のためサービスが利用できない、もしくは一時的なシス

テムの不具合の可能性があります。
処置 続いて画面に表示される事故受付センターの連絡先をご確認し、

事故受付センターまでご連絡ください*。端末に異常はありません。

ドライブレコーダー機能を利用しているとき

「まもなく保存されているロックファイルが最大に達します。」
原因 ロックされているファイルが増加したことにより、ロックされて

いるファイルがまもなく最大に達します。
処置 ロックされた映像を解除するか、新しいmicroSDカードに交換

(→ P.100 ) してください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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「保存されているロックファイルが最大に達しました。」
原因 ロックされているファイルが増加したことにより、ロックされて

いるファイル数が最大値に達しました。常時録画および一部のイ
ベント録画が開始できません。

処置 ロックされた映像を解除するか、新しいmicroSDカードに交換
(→ P.100 ) してください。

「保存されているロックファイルが最大に達しているため、録画が開始
できません。」
原因 ロックされているファイルが増加したことにより、ロックされて

いるファイル数が最大値に達しました。常時録画および一部のイ
ベント録画が開始できませんでした。

処置 ロックされた映像を解除するか、新しいmicroSDカードに交換
(→ P.100 ) してください。

TMX-DM05のみ
「SDカードの異常を検知しました。SDカードの初期化をして下さい。異
常が継続する場合は事務局にご連絡ください。」
原因 microSDカードに異常なファイルを検知しました。
処置 microSDカードを初期化するか、新しいmicroSDカードに交

換 (→ P.100 ) してください。
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イベント録画をロックしたとき 
「保存されているロックファイルが最大に達しているため、ロックでき
ませんでした。」
原因 保存されているロックファイルが最大に達しています。
処置 ロックされた映像を解除するか、新しいmicroSDカードに交換

(→ P.100 ) してください。

microSDカードを取り出したとき
「microSDカードを再度挿入する前に、端末左上の電源ボタンを長押
しし電源を切ってください。」  
原因 端末の電源を切る前に microSDカードが取り出されました。
処置 microSDカードを再度挿入する前に、端末左上の電源ボタンを長押しし●

電源を切ってください。電源を切った状態で取り出し・挿入を行わない
と、microSDカードの破損またはデータが壊れる可能性があります。

TMX-DM05のみ
「SDカードを安全に取り外すための処理を行っています。SDカードを
取り外さないでください。」
原因 microSDカードを安全に取り外すための処理となります。
処置 正常な動作となりますので、処理が完了するまでしばらくお待ちください。
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［システム設定］のメニューを操作しているとき
「設定の初期化に失敗しました。」
原因 設定の初期化に失敗しました。
処置 端末の交換が必要な場合がありますので、ドライブエージェント

パーソナル事務局＊にご連絡ください。

「SDカードの初期化に失敗しました。」
原因 SDカードの初期化に失敗しました。
処置 一度お車のエンジンを切って、microSDカードの抜き差しを行っ

てからエンジンをかけ、再度microSDカードの初期化を行って
ください。
それでもエラーが表示される場合には、ドライブエージェント
パーソナル事務局＊にご連絡ください。

＊	ドライブエージェントパーソナル事務局の連絡先は裏表紙をご確認
ください。
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microSD カードの交換について
 メモ
●● 端末は16 GB～32 GBまでのmicroSDHCカードに対応しています。
→P.11の「microSDカードの取り扱いに関するご注意」をご覧ください。
●● microSDXCメモリーカードには対応していません。

1 端末の電源をオフにします
→P.35の「端末の電源をオフにする」

2 TMX-DM02の場合
“カチッ”と音がする
まで、挿入されている
microSD カードを押し
込んで離します

R

TMX-DM05の場合
①爪を押し、②端末の下
部カバーを開きます

“カチッ”と音がする
まで、挿入されている
microSD カードを押し
込んで離します

①②

 

 注意
●● microSDカードは勢いよく飛び出す場合があるので、中央部
をゆっくりと押して離し、まっすぐ取り出してください。
●● 取り外したmicroSDカードは、専用ケースに入れるなどして、
保管してください。また、誤ってお子様が飲み込むなどのこと
がないように、保管場所にもご配慮ください。
●● microSDカードの端子部分には触れないでください。接触不
良や破損の原因になります。

付録
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3 TMX-DM02の場合
“カチッ”と音がするまで、新しい
microSDカードを差し込みます
端子のある面をカメラ側にして差し込んでく
ださい。

TMX-DM05の場合
“カチッ”と音がするまで、新しい
microSDカードを差し込みます
端子のある面をカメラ側にして差し込んでく
ださい。

①端末の下部カバーの
フック部を端末に差し
込み、②爪をしっかり
と押し込んで閉じます

①

②

フック部

爪

内蔵バッテリーのケーブル

 注意
●● 端末の下部カバーが浮いていることのないように確実に閉じて
ください。
●● 端末の下部カバー内には内蔵バッテリーも配置されています。
端末の下部カバーを閉じる際は、カバーのフック部が内蔵バッ
テリーのケーブルに引っかからないようご注意ください。

4 端末の電源をオンにします
→P.32の「サービスの開始から終了まで」
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商標・著作権
●● 	Bluetooth®ワードマークおよびロゴは登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が
所有権を有します。パイオニア株式会社は使用許諾の下でこれらのマークおよびロ
ゴを使用しています。その他の商標および登録商標は、それぞれの所有者の商標
および登録商標です。

●● microSDHC ロゴはSD-3C LLCの商標です。

●● Wi-Fi® はWi-Fi Alliance® の登録商標です。
●● Wi-Fi CERTIFIEDTMロゴは、Wi-Fi Alliance® の登録商標です。

●● Macintoshは、米国および他の国々で登録されたApple Inc. の商標です。
●● Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録
商標です。
●● Windows Mediaは、米国 Microsoft Corporation の、米国、日本およびその他
の国における登録商標または商標です。
●● Intel Coreは、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationまた
はその子会社の商標または登録商標です。
●● 記載の社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
●● Bluetooth® およびWi-Fi® につきましては、2022年 1月現在のサービスでは
使用しておりません。
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主な仕様
共通部
使用電圧--------------------DC 5 V（付属のシガーライター電源ケーブル接続時）
最大消費電流	�����������������������������������������������������������������������������2.1 A
使用温度範囲--------------------- － 10 ℃～＋60 ℃ ( バッテリー動作を除く )

モニター部
画面サイズ	����������������������������������������������������������������������������2 インチ 
画素数

TMX-DM02-----------------------------------------------------水平 320×垂直240
TMX-DM05-----------------------------------------------------水平 480×垂直320

方式------------------------------------------------------ TFT アクティブマトリクス方式
バックライト	������������������������������������������������������������������������LED光源

フロントカメラ部
映像素子

TMX-DM02----------------------------カラーCMOSセンサー1/2.9 インチ
TMX-DM05----------------------------カラーCMOSセンサー1/2.8 インチ

画素数------------------------------------------------------------ 有効画素 約 200万画素
レンズ	����������������������������������������������������������������������������������F 値 2.0
画角

TMX-DM02--------------------------- 水平 120°/垂直61.2°/ 対角156.8°
TMX-DM05--------------------------- 水平 125°/垂直65.4°/ 対角150.5°

マイク部
マイク	���������������������������������������������������������������������������������������� 2 個

スピーカー部
スピーカー	���������������������������������������������������������������������������������� 1 個

microSDカード部
SPEED CLASS	���������������������������������������������������������� Class 4 / 6 / 10
対応メモリ容量-------------------------------------microSDHC 16 GB～ 32 GB●

（microSDXCメモリーカードには非対応）
ファイルシステム	�������������������������������������������������������������������� FAT32
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GNSS部
GNSS--------------------------------------------------------------- GPS,GLONASS対応
アンテナ	�������������������������������������������������������������������������������本体内蔵

LTE/3G部＊1

データ通信方式-----------------UMTS/HSPA/HSPA＋：バンド1、6、19●
LTE：バンド1、3、19、21

Wi-Fi 部＊2

ワイヤレス準拠規格	��������������������������������������������� IEEE 802.11b/g/n
変調方式-------------------------------------------------------------- OFDM/DSSS/CCK
チャンネル-------------------------------------------------------------1 ～ 13チャンネル
セキュリティ------------------------------------ なし、WEP,WPA+WPA2,WPA2
ネットワークセットアップ----------------- WPS PUSH/PIN 方式対応 (STA)
使用周波数帯域	���������������������������������������������������������������������2.4 GHz
データ転送速度---------最大 72.2 Mpbs(IEEE 802.11n 接続時の理論値 )
動作モード---------------------------------------------------ステーションモード (STA)

Bluetooth 部＊2

Bluetooth バージョン	�������������������������������������������������Bluetooth 4.1
プロファイル	������������������������������������������������������������� HID,SPP,GATT
出力-----------------------------------------------------------------------------Power class2

バッテリー部
リチウムイオンバッテリー

TMX-DM02	����������������������������������������������������������� 容量：750 mAh
TMX-DM05	����������������������������������������������������������� 容量：720 mAh

外形寸法
本体

TMX-DM02----------------73.4 (W) mm × 92 (H) mm × 40.7 (D) mm
TMX-DM05----------------73.4 (W) mm × 92 (H) mm × 47.1 (D) mm

質量
本体

TMX-DM02	���������������������������������������������������������������������� 約 160 g
TMX-DM05	���������������������������������������������������������������������� 約 175 g



105

付
録

シガーライター電源ケーブル
入力電圧------------------------------------------------------------------DC 12 V ～ 24 V
出力電圧	��������������������������������������������������������������������������������DC 5 V
最大出力電流	�����������������������������������������������������������������������������2.1 A
ケーブル長	����������������������������������������������������������������������������������5 m

付属品
シガーライター電源ケーブル	������������������������������������������������������������� 1
microSDHCカード（端末に装着済み）	���������������������������������������������� 1
アルコールクリーナー	���������������������������������������������������������������������� 1
SDカードアダプタ	�������������������������������������������������������������������������� 1
取扱説明書	�������������������������������������������������������������������������������������� 1

＊1：	3Gは TMX-DM02のみです。
＊2：	TMX-DM02のみです。また、2022年 1月現在のサービスでは使

用しておりません。
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電波に関するご注意
端末は、電気通信事業法および電波法に基づく設計認証を取得していま
す。また、VCCI 自主規制措置運用規程に基づく技術基準に適合したマー
クを画面に電子的に表示しています*1。取得した設計認証番号およびマー
クはシステム設定で確認できます。→P.75の「法的情報を確認する」
●● 端末は電波法に基づく小電力データ通信システム無線局設備として、技
術基準適合証明を受けています。したがって端末を使用するときに無線
局の免許は必要ありません。また端末は日本国内のみで使用できます。
●● 下記の事項を行うと法律で罰せられることがあります。
＊	分解 /改造すること。
●● 端末の無線機能は、2.4 GHzの周波数帯の電波を利用しています *1。こ
の周波数帯の電波はいろいろな機器（電子レンジ、無線LAN機器など）
が使用していますので、電波の干渉により、端末の無線機能の音声がと
ぎれたり聞きとりにくくなることがあります。また、他の機器の動作や
性能に影響を及ぼすことがあります。端末は電波干渉の影響を受けにく
い方式ですが、下記の内容に注意してください。
＊	無線LANを利用したAV機器・防犯機器などを使用している環境で、
端末の無線機能を使うと、音声がとぎれたり、無線LAN機器の動作
に大きな影響を与えることがあります。

●● その他、下記の機器でも、2.4 GHz の周波数帯の電波を使用している
ものがあります。これらの機器の周辺では、音声がとぎれたり、使えな
くなることがあります。また、相手の機器の動作に影響を与えることが
あります。
＊	火災報知器・ワイヤレスAV機器（テレビ、ビデオ、パソコンなど）
＊	工場や倉庫などの物流管理システム・鉄道車両や緊急車両の識別システム
＊	マイクロ波治療器・ゲーム機のワイヤレスコントローラー
＊	自動ドア・万引き防止システム（書店やCDショップなど）
＊	自動制御機器・その他、Bluetooth®対応機器やVICS
＊	アマチュア無線局（道路交通網システム）など

＊1： TMX-DM02 のみです。
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2.4 DS4/OF4/FH1
1 2 3 4 5 6 7

8

①	「2.4」GHz 帯を使用する無線設備を表します。
②	「DS」変調方式を表します。
③	「4」想定される与干渉距離（約40 m）を表します。
④	「OF」変調方式を表します。
⑤	「4」想定される与干渉距離（約40 m）を表します。
⑥	「FH」変調方式を表します。
⑦	「1」想定される与干渉距離（約10 m）を表します。
⑧	2 400 MHz ～ 2 483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装
置の帯域を回避可能であることを意味します。



＜端末の取り付け・操作・故障等に関するお問い合わせ先＞
ドライブエージェントパーソナル事務局（専用ヘルプデスク）
TEL	 ：	0120-009-450
受付時間	:	月曜～土曜の午前９時半～午後６時　
               （日曜・祝日・事務局休業日を除く）

< KFWZ23K >  < CYR1337-C >

提供元
東京海上日動火災保険株式会社

製造元
パイオニア株式会社
〒113-0021
東京都文京区本駒込2-28-8 文京グリーンコート


